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は
じ
め
に

　
徳
島
県
の
北
東
部
、
旧
吉
野
川
の
河
口

域
に
位
置
す
る
松
茂
町
は
、
お
よ
そ
百
三

十
年
前
の
明
治
二
十
二
年（
一
八
八
九
年
）

に
「
松
茂
村
」
と
し
て
産
声
を
上
げ
、
そ

の
後
、
一
度
も
他
の
市
町
村
と
合
併
す
る

こ
と
な
く
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一

年
）
に
町
制
を
施
行
し
て
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。
戦
前
・
戦
中
は
と
も
か
く
と
し

て
、
戦
後
は
着
実
に
人
口
増
を
続
け
、
企

業
誘
致
に
も
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
財
政
的
に
も
健
全
で
、
自
立
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
実
現
し
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
私
は
、
昨
年
の
夏
、
明
治
の

先
人
か
ら
数
え
て
十
六
代
目
と
な
る
町
長

に
就
任
し
、
改
め
て
町
政
の
課
題
を
精
査

す
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
町
政
は
「
そ
う
簡

単
で
は
な
い
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
本
町
で
も
、
平
成
二
十
六
年
を

ピ
ー
ク
と
し
て
人
口
が
減
少
し
つ
つ
あ
り
、

沿
岸
部
の
宅
地
開
発
が
低
調
な
こ
と
か
ら
、

転
入
増
は
見
通
せ
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、

農
業
・
漁
業
と
い
っ
た
一
次
産
業
は
、
厳

し
い
産
地
間
競
争
の
中
で
苦
し
ん
で
お
り
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
漁
村
の
衰
退
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
、
工
業
団
地
な
ど

の
二
次
産
業
は
堅
調
で
す
が
、
三
次
産
業

（
小
売
り
・
サ
ー
ビ
ス
業
）
は
、
近
隣
市

町
の
大
型
商
業
施
設
に
見
劣
り
し
て
い
ま

す
。

　
従
来
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
「
更
に
一
歩
、

二
歩
、
三
歩
、
…
」
と
上
積
み
を
図
ら
な

け
れ
ば
、
松
茂
町
の
自
立
は
覚
束
な
く
な

る
と
感
じ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
「
ま
ち
づ
く

り
」
に
必
要
な
も
の

　
今
、
私
の
政
策
の
柱
は
、
先
代
町
長
の

時
代
か
ら
の
取
り
組
み
を
継
承
・
発
展
さ

せ
た
①
防
災
・
減
災
対
策
と
、
②
教
育
環

境
と
子
育
て
支
援
の
充
実
に
加
え
て
、
私

の
思
い
を
強
く
反
映
し
た
③
高
齢
者
・
女

性
の
活
躍
と
、
④
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
こ

れ
ら
四
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
①
防
災
・
減
災
対
策
と
、
②
教

育
環
境
と
子
育
て
支
援
の
充
実
は
、
町
民

の
日
々
の
暮
ら
し
の
基
本
と
な
る「
安
全
・

安
心
」
や
、「
暮
ら
し
や
す
さ
・
住
み
や

す
さ
」
を
担
保
す
る
政
策
で
す
。

　
私
も
、
町
長
就
任
直
後
か
ら
、
多
く
の

防
災
・
減
災
施
策
を
手
が
け
て
お
り
、
大

規
模
災
害
対
策
基
金
の
新
設
（
発
災
直
後

か
ら
機
動
的
に
使
用
で
き
る
財
源
三
億
円

の
確
保
）
や
、役
場
駐
車
場
の
立
体
化
（
大

規
模
水
害
等
か
ら
公
用
車
等
を
守
り
、
災

害
後
の
復
旧
・
復
興
に
資
す
る
事
業
）、小
・

中
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
の
充
実
な
ど

が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
育
や
子
育
て
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
（
情

報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
教
育
方
法
）
の

設
備
を
小
・
中
学
校
に
整
備
す
る
事
業
や
、

い
わ
ゆ
る
「
放
課
後
学
童
」
に
学
習
指
導

員
を
派
遣
し
て
学
習
習
慣
の
定
着
を
図
る

事
業
な
ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
他
方
で
、
③
高
齢
者
・
女
性
の
活
躍
と
、

新
し
い
時
代
に
向
か
っ
て
、

「
オ
ー
ル
ま
つ
し
げ
」で
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り

吉
　
田
　
直
　
人

松
茂
町
長

新
し
い
時
代
に
向
か
っ
て
、

「
オ
ー
ル
ま
つ
し
げ
」で
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
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④
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
、
人
生
百
年
時
代

を
迎
え
る
中
で
、
町
民
の
「
生
き
が
い
」

「
楽
し
み
」「
暮
ら
し
の
潤
い
」
や
「
地
域

へ
の
愛
着
・
誇
り
」
等
を
醸
成
さ
せ
る
政

策
で
あ
り
、
冒
頭
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え

る
と
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要

な
「
上
積
み
」
に
相
当
す
る
政
策
（
昨
今

の
政
府
ス
ロ
ー
ガ
ン
風
に
言
い
換
え
る
と

「
地
方
創
生
」
そ
の
も
の
）
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
地
方
創
生
は
、

今
ま
で
の
町
役
場
の
仕
事
の
中
で
は
ノ
ウ

ハ
ウ
の
少
な
い
弱
点
で
あ
り
、
従
来
か
ら

の
組
織
（
部
局
・
課
・
係
）
の
枠
組
み
や
、

役
場
職
員
の
発
想
・
考
え
方
に
囚
わ
れ
て

い
た
の
で
は
、
斬
新
な
発
案
や
、
機
動
的

な
事
業
展
開
が
で
き
な
い
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
、
平
成
二
十
九
年
の
十
二
月
議

会
に
松
茂
町
課
設
置
条
例
の
改
正
議
案
を

提
出
し
、
大
胆
な
機
構
改
革
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
の
枠
組
み
や
役
場

職
員
の
意
識
に
変
化
を
促
す
こ
と
と
し
ま

し
た
。
幸
い
、
議
員
各
位
の
ご
賛
同
も
得

て
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
、
新
年
度
の

ス
タ
ー
ト
と
共
に
、
私
が
描
く
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
役
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
課
」
が
発
足

し
、
文
字
通
り
（
役
場
職
員
に
と
っ
て
）

未
知
な
る
仕
事
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
の

議
論
か
ら

　
さ
っ
そ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
課
で
は
、
意
欲

あ
ふ
れ
る
町
民
の
皆
さ
ん
を
集
い
、「
ま

ち
づ
く
り
会
議
」
を

開
催
し
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

地
域
を
活
性
化
す
る

取
り
組
み
や
、
将
来

の
人
口
増
、
ま
た
交

流
人
口
増
に
繋
が
る

新
事
業
に
つ
い
て
、

本
町
の
可
能
性
を
追

求
し
て
い
ま
す
。
会

議
を
通
じ
て
、
年
代

や
性
別
、
職
歴
、
人

生
経
験
が
異
な
る

人
々
が
侃か
ん

々か
ん

諤が
く

々が
く

の

議
論
を
交
わ
し
な
が

ら
、
本
町
の
地
方
創

生
を
研
究
し
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
の
一
例
を
挙
げ
る
と
、
私
の
掲
げ
る

③
高
齢
者
・
女
性
の
活
躍
に
関
わ
り
ま
す

が
、
地
域
の
高
齢
者
や
女
性
が
家
庭
菜
園
、

市
民
農
園
等
で
育
て
た
野
菜
や
果
物
を
販

売
で
き
る
直
産
品
販
売
所
の
開
設
や
、
そ

う
し
た
農
地
で
収
穫
体
験
が
出
来
る
体
験

型
観
光
の
推
進
、
ま
た
新
鮮
な
野
菜
・
果

物
や
体
験
型
観
光
の
魅
力
を
伝
え
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
サ
イ
ト
の
運
営
・
情
報
発
信
方
法
な
ど

が
、
議
論
・
研
究
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
私
の
直
感
的
な
思
い
で
す
が
、
こ
う
し

た
会
議
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
参
加
者
の

熱
意
が
直
接
・
間
接
に
役
場
職
員
へ
も
漏

れ
伝
わ
っ
て
、
職
員
の
意
識
や
感
覚
も
、

少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
他
に
も

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
課
の
他
に
も
、
平
成
三
十

年
度
か
ら
私
は
、
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

既
存
組
織
や
職
員
に
求
め
て
い
ま
す
。
代

表
的
な
事
例
を
二
つ
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
一
つ
目
は
、
町
の
体
育
施
設
の
管
理
・

運
営
方
法
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
の
直

営
か
ら
、
民
間
の
専
門
業
者
に
よ
る
「
指

定
管
理
者
制
度
」
へ
移
行
す
る
こ
と
に
し

巻頭言　新しい時代に向かって、「オールまつしげ」で取り組むまちづくり

災害時に地域防災の拠点となる松茂町役場
（平成29年３月に、耐震改修工事が完了）

多くの町民が参加した「第１回　まちづくり会議」
（平成30年８月開催）
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ま
し
た
。

　
指
定
管
理
者
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
も
多

く
の
自
治
体
で
導
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

自
体
は
さ
し
て
珍
し
く
も
な
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
回
、
本
町
が
導
入

す
る
指
定
管
理
者
制
度
は
、
そ
の
理
由
に

大
き
な
違
い
と
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
事
例
で
は
、
職
員
人
件
費

に
代
表
さ
れ
る
管
理
コ
ス
ト
の
削
減
を
目

的
と
す
る
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、
本
町

の
体
育
施
設
は
こ
れ
ま
で
臨
時
職
員
に
よ

る
低
コ
ス
ト
の
「
貸
し
館
業
」
で
管
理
し

て
き
た
こ
と
か
ら
、
そ
こ
か
ら
の
脱
却
を

目
指
し
て
い
る
の
で
す
。
来
年
度
か
ら
は
、

専
門
業
者
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
専
門
的
か

つ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
ス
ポ
ー
ツ
指

導
を
全
面
的
に
押
し
出
し
、
施
設
の
魅
力

を
最
大
限
に
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
指
定
管
理
者
制
度
へ
移
行

す
る
施
策
を
通
じ
て
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ
の

充
実
と
発
展
、
更
に
は
④
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
ま
す
。

　
続
く
二
つ
目
は
、「
ま
つ
し
げ
ま
る

し
ぇ
」
の
開
催
で
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
市
場
」
を
意
味
す
る

「
マ
ル
シ
ェ
」
は
、
近
年
、
徳
島
市
や
藍

住
町
な
ど
、
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
直
産
品
販
売
が
「
ま
ち
づ
く
り

会
議
」
の
テ
ー
マ
に
挙
が
る
な
ど
、
町
民

の
関
心
も
高
く
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

取
り
組
む
べ
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
と
考

え
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
町
役
場
の
産
業
環
境
課
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
課
が
町
内
の
事
業
者
や
各
種

団
体
に
声
を
か
け
、
夏
の
「
ま
つ
し
げ
ま

る
し
ぇ
」
を
八
月
二
十
六
日
に
、
秋
を
十

月
二
十
八
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
初
め
て

の
試
み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
課
題
も
散

見
さ
れ
ま
し
た
が
、
出
店
者
は
皆
、
ま
ず

ま
ず
の
売
り
上
げ
で
好
評
で
あ
り
、
良
く

も
悪
く
も
開
催
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
、「
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
で
は
、
旧

吉
野
川
河
畔
に
程
近
い
公
園
を
活
用
し
た

常
設
の
物
産
販
売
所
の
議
論
も
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
将
来
、
そ
れ
が
実
現
し
た
際
に

は
、
毎
週
末
の
土
・
日
曜
日
が
「
ま
つ
し

げ
ま
る
し
ぇ
」
に
な
り
、
多
く
の
町
民
や

観
光
客
が
集
う
場
に
な
る
と
夢
見
て
い
ま

す
。

「
地
方
創
生
」
実
現
の
要
は
、

「
オ
ー
ル
ま
つ
し
げ
」

　
町
長
に
就
任
し
た
昨
年
の
夏
か
ら
今
日

ま
で
、
日
々
、
私
自
身
も
新
し
い
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
連
続
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
と
い
っ
た
基
本
政
策
の
上

に
、
ど
の
様
な
上
積
み
を
展
開
す
る
べ
き

か
。
そ
の
上
積
み
こ
そ
が
、
松
茂
町
の
地

方
創
生
と
な
る
だ
け
に
、
私
自
身
が
視
点

を
変
え
、
職
員
の
意
識
変
革
を
促
し
な
が

ら
、
町
民
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
を
継

８月に開催
した第１回

「まつしげ
まるしぇ」

▲出展者が工
夫して野菜や
日用品など、
様々な品物を
販売しました。

長 原 漁 協 の
ブースには、
松茂近海で獲
れたチヌ（ク
ロダイ）やス
ズキが並びま
した。

▲
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巻頭言　新しい時代に向かって、「オールまつしげ」で取り組むまちづくり

続
し
て
き
ま
し
た
。

　
全
て
は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
、

準
備
や
試
行
の
段
階
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、

「
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
で
の
活
発
な
議
論

や
、
諸
事
業
の
将
来
性
（
潜
在
的
な
発
展

可
能
性
）
を
考
え
る
と
、
何
と
も
ワ
ク
ワ

ク
し
て
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
数
年
以
内
の

目
標
と
し
て
、
旧
吉
野
川
河
畔
の
公
園
の

事
業
化
、
そ
し
て
物
産
販
売
所
（
言
わ
ば

常
設
の
「
ま
る
し
ぇ
」）
の
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
次
産
業
の
新
た
な
活
路
と
し

て
、
農
業
や
漁
業
と
観
光
を
組
み
合
わ
せ

た
体
験
農
業
・
漁
業
を
事
業
化
し
て
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
九
月
、
松
茂

町
商
工
会
に
働
き
か
け
て
試
験
的
に
体
験

農
業
・
漁
業
の
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
参
加
者
の
評
価
も
上
々
で
、
少
な
か

ら
ず
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
関
東
の

事
例
で
は
あ
り
ま
す
が
、
東
京
か
ら
百
キ

ロ
圏
内
の
茨
城
県
行
方
市
（
本
町
と
同
様

に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
産
地
）
で
は
、
遊
休
公

共
施
設
を
再
利
用
し
た
「
体
験
型
農
業

テ
ー
マ
パ
ー
ク
」
が
年
間
来
場
者
数
十
万

人
を
超
え
る
集
客
施
設
と
な
り
、
大
人
気

と
な
っ
て
い
ま
す
。
阪
神
圏
か
ら
百
キ
ロ

圏
内
に
あ
り
、
高
速
道
路
ア
ク
セ
ス
に
恵

ま
れ
、
加
え
て
空
港
が
あ
る
本
町
も
ま
た
、

体
験
農
業
・
漁
業
の
可
能
性
が
高
い
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
う
し
た
事
業
や
可
能
性
を

前
へ
進
め
る
た
め
に
は
、
ア
イ
デ
ア
に
溢

れ
、
実
行
力
の
あ
る
人
材
の
確
保
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
人
材
を
束
ね
る

組
織
の
在
り
方
も
課
題
に
な
る
で
し
ょ
う
。

と
は
い
え
、
松
茂
は
小
さ
な
町
で
す
か
ら
、

人
材
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
し
、
現
状
、

組
織
と
い
っ
て
も
観
光
協
会
す
ら
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
こ
に
も
ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
今
、
私
は
役
場
職
員
の
能

力
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、
専
門
性

の
高
い
町
民
が
ま
ち
づ
く
り
へ
参
画
す
る

仕
組
み
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
し
い
時
代
に
向
か
っ
て
、
地
方
創
生
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
役
場
だ
け
で
な
く
、

町
内
の
人
材
を
フ
ル
活
用
し
た
「
オ
ー
ル

ま
つ
し
げ
」
の
枠
組
み
が
あ
っ
て
こ
そ
、

実
現
へ
繋
が
る
と
信
じ
て

い
る
か
ら
で
す
。

試験的に実施した「体験農業・漁業ツアー」
（漁港でシラスの水揚げを見学〔写真上〕した後、
蓮田でレンコンの収穫体験〔同中〕をし、最後は試
食会〔同下〕を行いました。）　主催：松茂町商工会
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１
　
は
じ
め
に

　
一
般
社
団
法
人
　
イ
ー
ス
ト
と
く
し
ま
観
光
推
進
機

構
（
以
下
、「
イ
ー
ス
ト
と
く
し
ま
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
と
い
う
。）

は
、
徳
島
県
東
部
圏
域
十
五
市
町
村
と
民
間
企
業
が
連

携
し
、
観
光
消
費
額
の
増
加
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
と
、
住
民
の
愛
着
や
誇
り
を
醸
成
す
る
豊
か
な
地
域

社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、
平
成
三
十
年
四
月
二
日
に

徳
島
駅
ク
レ
メ
ン
ト
プ
ラ
ザ
五
階
に
事
務
所
を
開
設
し
、

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
イ
ー
ス
ト
と

く
し
ま
Ｄ
Ｍ
Ｏ(D

estination M
anagem

ent/M
arketing 

O
rganization)

の
開
設
ま
で
の
経
緯
、
徳
島
県
東
部
圏

域
の
観
光
の
課
題
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
及
び
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
　
イ
ー
ス
ト
と
く
し
ま
Ｄ
Ｍ
Ｏ

　
の
開
設
ま
で
の
経
緯

　
近
年
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
直
面
す
る
日
本

の
最
重
要
課
題
で
あ
る
「
地
方
創
生
」
に
お
い
て
、
観

光
振
興
は
交
流
人
口
を
拡
大
さ
せ
、
経
済
効
果
を
も
た

ら
し
地
域
を
活
性
化
す
る
原
動
力
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
国
は
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

お
い
て
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を
二
〇
二
〇
年
に
四

千
万
人
、
二
〇
三
〇
年
に
六
千
万
人
に
す
る
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
る
な
か
、
二
〇
一
七
年
は
、
訪
日
外
国
人
旅

行
者
数
が
過
去
最
高
の
二
千
八
百
万
人
を
突
破
す
る
な

ど
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
が
飛
躍
し
た
一
年
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
二
〇
一
九
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
「
ラ
グ

ビ
ー
Ｗ
杯
」、
二
〇
二
〇
年
に
開
催
さ
れ
る
「
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
向
け
、
国
を
挙

げ
て
観
光
産
業
を
日
本
の
基
幹
産
業
に
育
て
る
こ
と
で
、

観
光
を
軸
と
し
た
外
貨
獲
得
に
よ
る
国
全
体
で
の
経
済

活
性
化
へ
大
き
な
好
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
二
〇
二
一
年
に
「
ワ
ー
ル
ド
・
マ
ス
タ
ー

ズ
ゲ
ー
ム
ズ
」
が
徳
島
を
含
む
関
西
で
開
催
さ
れ
る
予

定
で
あ
り
、二
〇
二
五
年
に
は
「
国
際
博
覧
会
（
万
博
）」

の
開
催
地
が
大
阪
市
に
決
定
し
、
二
千
八
百
万
人
の
来

場
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
こ
の
徳
島
県
東
部
圏
域

に
お
い
て
も
、「
吉
野
川
」、「
鳴
門
の
渦
潮
」、「
阿
波

の
土
柱
」
な
ど
雄
大
で
豊
か
な
自
然
や
、「
阿
波
お
ど

り
」、「
お
遍
路
」、「
阿
波
藍
」、「
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
」

を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
・
文
化
な
ど
、
独
自
の
魅
力
的

な
地
域
資
源
を
観
光
地
経
営
の
視
点
に
立
っ
て
活
用
し
、

国
内
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致
の
取
組
み
に
よ
る
地
域
活

性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
み
を
進
め
る
た
め
、
徳
島
県
東
部
圏

域
の
官
民
が
一
体
と
な
り
、
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
引

き
出
す
観
光
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
「
Ｄ
Ｍ

Ｏ
」
を
設
立
し
、
多
様
な
関
係
者
と
合
意
形
成
を
図
り

つ
つ
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
観
光
戦
略
を
策
定
し
、

着
実
に
実
施
し
て
い
く
た
め
の
組
織
と
し
て
、「
イ
ー

ス
ト
と
く
し
ま
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
当
法
人
は
平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日
付
で

観
光
庁
が
定
め
る
「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
」（
地

域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
と
し
て
登
録
さ
れ
、
関
係
省
庁
支
援

チ
ー
ム
を
通
じ
た
各
種
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
や
総
合

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
候
補
法
人
よ
り
も
よ
り
手
厚
い
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
登
録
法
人
」
を

目
指
し
て
、
引
き
続
き
、
徳
島
県
東
部
圏
域
の
「
観
光

地
経
営
」
の
舵
取
り
役
と
し
て
貢
献
で
き
る
よ
う
様
々

な
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
登
録
制
度
と
は
、
観
光
庁
を
登
録
主

体
と
し
て
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
及
び
そ
の
候
補
と
な
り

得
る
法
人
（
以
下
「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
」
と

い
う
。）
を
「
登
録
」
し
、
登
録
を
行
っ
た
法
人
及

び
こ
れ
と
連
携
し
て
事
業
を
行
う
関
係
団
体
が
、
関

係
省
庁
か
ら
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。

一
般
社
団
法
人
イ
ー
ス
ト
と
く
し
ま
観
光
推
進
機
構
に
つ
い
て

事
務
局
次
長
兼
観
光
地
域
づ
く
り
事
業
部
長　

加
　
藤
　
　
　
泰

一
般
社
団
法
人
イ
ー
ス
ト
と
く
し
ま
観
光
推
進
機
構
　

特集１●　一般社団法人　イーストとくしま観光推進機構について

1特集
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３
　
徳
島
県
東
部
圏
域
の
観
光
の
課
題

（
１
）　
既
存
観
光
地
の
集
客
力
の
低
迷
、
観
光
地
と
し

て
の
知
名
度
と
存
在
感
の
低
迷

　
既
存
観
光
地
の
集
客
力
は
ピ
ー
ク
時
か
ら
伸
び
悩
ん

で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
徳
島
県
東
部
圏
域

を
観
光
し
な
い
理
由
は
、「
そ
も
そ
も
観
光
地
と
い
う

認
識
が
な
い
」（
四
二
％
）、「
よ
く
知
ら
な
い
」（
四
十
％
）

と
の
回
答
が
上
位
を
占
め
、
観
光
に
お
い
て
、
徳
島
県
東

部
圏
域
の
存
在
感
が
低
い
こ
と
が
窺
え
ま
す
。（
資
料
①
）

（
２
）　
宿
泊
施
設
、
二
次
交
通
が
質
・
量
と
も
に
不
十

分
で
あ
り
、
県
外
の
旅
行
関
係
事
業
者
等
へ
の
ア

ピ
ー
ル
も
不
足

　
宿
泊
施
設
が
質
・
量
と
も
に
十
分
と
は
い
え
ず
、
二

次
交
通
や
道
路
網
の
整
備
な
ど
が
不
十
分
で
、
旅
行
者

の
移
動
手
段
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。
上
記
の
理
由
な
ど

に
よ
り
、
旅
行
会
社
が
徳
島
県
東
部
圏
域
の
滞
留
時
間

を
長
く
す
る
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
を
組
み
づ
ら
く
な
っ
て
い

ま
す
。（
資
料
②
）

（
３
）　
地
域
間
連
携
や
官
民
連
携
体
制
が
不
十
分

　
　
観
光
資
源
を
十
分
に
活
用
し
き
れ
て
い
な
い

　
地
域
間
連
携
や
官
民
連
携
を
推
進
す
る
体
制
が
不
十

分
で
あ
り
、
地
域
外
で
認
知
さ
れ
て
い
る
食
・
特
産
品

が
少
な
い
で
す
。
特
に
徳
島
の
食
（
グ
ル
メ
）
の
認
知

度
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
資
料
③
）

特集１●　一般社団法人　イーストとくしま観光推進機構について

1特集

（資料①）

（資料②）

（資料③）
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４
　
課
題
解
決
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

（
１
）　
情
報
発
信
の
強
化

　
認
知
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
徳
島
県
東
部
圏
域
に
誘
客
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
の
で
、
観
光
資
源
の
新
た
な
見
せ
方
と
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
２
）　
誘
客
、
送
客
の
促
進

　
宿
泊
施
設
、
二
次
交
通
が
質
・
量
と
も
に
不
十
分
で

あ
る
た
め
、
既
存
イ
ン
フ
ラ 

× 
「
お
も
て
な
し
タ
ク

シ
ー
」
×
レ
ン
タ
カ
ー
の
活
用
に
よ
る
交
通
・
宿
泊
施

設
の
利
便
性
向
上
策
の
検
討
な
ど
が
必
要
で
す
。

（
３
）　
観
光
地
域
づ
く
り

　
テ
ー
マ
別
や
エ
リ
ア
別
の
連
携
に
よ
っ
て
、
様
々
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
個
性
的
な
観
光
地
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

食
の
素
材
に
対
す
る
評
価
も
高
い
た
め
、食
（
グ
ル
メ
）

や
特
産
品
を
起
点
と
し
た
観
光
地
域
づ
く
り
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

５
　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
１
）　
観
光
消
費
額
の
増
加
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
十
五
市
町
村
と
民
間
企
業
が
連
携
し
、
観

光
資
源
の
洗
練
・
強
化
と
埋
も
れ
た
観
光
資
源
の
発
掘
・

磨
き
上
げ
、
情
報
発
信
を
効
果
的
に
行
い
、
関
係
者
と
合

意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
徳
島
県
東
部
圏
域
の
宿
泊
者
数

を
増
や
し
、
観
光
消
費
額
を
増
加
さ
せ
、
観
光
を
地
域

経
済
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
に
変
え
て
い
き
ま
す
。（
資
料
④
）

（
２
）　
地
域
に
対
す
る
住
民
の
愛
着
や
誇
り
の
醸
成

　
地
元
の
人
が
来
訪
者
へ
自
分
た
ち
の
地
域
の
価
値
を

し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
は
、
来
訪
者
の
満
足
度
向
上
に

加
え
、
飲
食
や
土
産
品
の
購
入
、
宿
泊
な
ど
の
「
消
費
」

を
生
む
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
地
域
の

人
々
が
、
観
光
客
に
対
す
る
お
も
て
な
し
の
向
上
や
、

地
域
の
魅
力
を
再
発
見
・
再
確
認
す
る
取
組
み
を
通
じ

て
、
地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
醸
成
す
る
、
豊
か
な
地

域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、今
年
度
は
、「
観

光
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
全
六
回
シ
リ
ー

ズ
で
開
催
し
、
東
部
圏
域
で
提
供
さ
れ
る
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
付
加
価
値
を
向
上
さ
せ
、
観
光
消
費
額
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。（
資
料
⑤
）

（資料④）

（資料⑤）
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６
　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
今
後
の

　
取
り
組
み

（
１
）　
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施

　
民
間
の
方
々
を
中
心
に
地
域
の
様
々

な
資
源
や
人
材
の
掘
り
起
こ
し
、
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
、
稼
ぐ
力
の
仕
組

み
作
り
を
目
指
す
「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
が
十
五
市
町
村
で
九
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。（
一
部
は
先
行

ス
タ
ー
ト
）。

　
取
り
組
む
テ
ー
マ
は
市
町
村
ご
と
に

異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
や
人
材
、

現
状
や
課
題
、
将
来
像
に
併
せ
て
設
定

し
て
い
ま
す
。

　
秋
に
は
市
町
村
ご
と
の
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、
複
数

の
市
町
村
を
巡
る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
参
加

者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分
析
し
、
各
施
設

へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
磨
き
上
げ
、
徳
島

県
東
部
圏
域
へ
の
誘
客
を
促
進
し
ま
す
。

（
資
料
⑥
）

　
ま
た
、
外
国
人
留
学
生
等
を
併
せ
て

募
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
外
国
人
な
ら

で
は
の
視
点
で
興
味
を
持
っ
た
ポ
イ
ン

ト
を
聴
取
し
、
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、

外
国
人
の
趣
味
趣
向
に
マ
ッ
チ
し
た
新

た
な
観
光
資
源
の
発
掘
及
び
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
誘
客
を
促
進
し
ま
す
。

（資料⑥）
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（
２
）　
各
市
町
村
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ

　
各
市
町
村
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ
は
次

の
通
り
で
す
。

①
徳
島
市
「
宿
泊
者
数
の
増
加
に
向
け
て
」

　
徳
島
県
の
宿
泊
者
数
は
近
年
、
全
国
最
下
位
と
な
っ

て
お
り
、
徳
島
市
に
お
い
て
も
、
年
間
を
通
じ
た
宿
泊

者
数
の
増
加
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
内
あ
ち
こ
ち
に
眠
る
既
存
の
地
域
資
源

を
見
直
し
磨
き
上
げ
、
魅
力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

発
信
し
、
来
訪
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
は
、
徳
島
市
に
宿
泊
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
一
年
中
阿
波
お
ど
り
が
楽

し
め
る
「
阿
波
お
ど
り
会
館
」
や
水
都
と
く
し
ま
を
体

感
で
き
る
「
周
遊
船
」
に
自
慢
の
「
食
」
を
プ
ラ
ス
し

た
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
鳴
門
市
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
客
推
進
」

　
鳴
門
市
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行
客
が
年
々
増
加
し
て

い
る
こ
と
を
地
域
活
性
化
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
誘
客
推
進
を
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
土
産
物
屋
や
ホ
テ
ル
の
決
済
方
法
の

見
直
し
や
免
税
店
の
拡
大
に
よ
る
観
光
消
費
額
の
増
加

を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
は
、
渦
の
道
や
大
塚
国

際
美
術
館
、
一
番
札
所
霊
山
寺
等
、
訪
日
外
国
人
旅
行

者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
観
光
地
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
の
声
を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
誘
客
促
進
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
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③
小
松
島
市
「
小
松
島
市
の
魅
力
を
高
め
る
観
光
資
源

創
出
」

　
小
松
島
市
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
食
材
を
生
か
し
た

「
食
」
と
、
豊
か
な
自
然
と
文
化
を
生
か
し
た
「
体
験
」

な
ど
の
観
光
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
鱧
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
特
産
品
、
旅
行
商

品
の
造
成
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
は
、
今
年
四
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
「
あ
い
さ
い
広
場
」
で
の
買
い
物
な

ど
、
小
松
島
市
内
の
ツ
ア
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
の
声
を
今
後
の
旅
行
商
品

の
造
成
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

④
吉
野
川
市
「
既
存
の
観
光
資
源
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
」

　
吉
野
川
市
美
郷
地
区
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
美
郷
宝
さ
が
し

探
検
隊
を
中
心
に
、
地
域
お
こ
し
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
過
疎
地
域
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
人
手
不

足
や
高
齢
化
が
否
め
な
い
状
況
で
す
。

　
そ
こ
で
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
機
能
や
多
言
語
対
応
が
で

き
る
窓
口
を
設
け
て
、
知
恵
、
伝
統
、
文
化
を
若
者
に

継
承
で
き
る
仕
組
み
作
り
を
テ
ー
マ
と
し
て
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
は
、
既
存
の
体
験
型
ツ
ア
ー
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
の

意
見
を
商
品
の
改
良
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
阿
波
市
「
御
所
の
た
ら
い
う
ど
ん
を
活
用
し
た
宮
川

内
谷
川
周
辺
の
活
性
化
」

　
阿
波
市
土
成
町
の
国
道
三
一
八
号
沿
い
に
あ
る
、
た

ら
い
う
ど
ん
専
門
店
。
店
内
に
入
る
と
日
々
の
忙
し
さ

を
忘
れ
ら
れ
る
落
ち
着
い
た
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
川
の
流
れ
を
見
な
が
ら
、
聴
き
な
が
ら
、
う
ど
ん
を

食
べ
る
も
よ
し
、
ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
る
も
よ
し
、
川
遊

び
も
よ
し
、
の
空
間
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
は
、
お
店
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、
食
事
時
以
外
の
集
客
力
を
高
め
る
た
め
に
、
試

験
的
に
宮
川
内
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
を
ご
賞
味
い
た

だ
き
ま
し
た
。

⑥
勝
浦
町
「
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
」

　
勝
浦
町
で
は
、
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
を
は
じ
め
、
多
種

多
様
な
イ
ベ
ン
ト
が
毎
月
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
で
は
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
も

行
わ
れ
、
交
流
人
口
・
関
係
人
口
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
勝
浦
町
に
は
観
光
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

機
能
が
な
く
、
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
の

た
め
、
機
構
、
勝
浦
町
、
勝
浦
町
地
域
活
性
化
協
会
の

三
者
が
協
力
し
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
機
能
を
設
け

る
こ
と
が
可
能
か
を
検
討
す
る
「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
を
開
催
し
、
同
時
に
新
た
な
体
験
型
旅
行
商
品
の

造
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
は
、
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と

で
、
テ
ラ
リ
ウ
ム
づ
く
り
体
験
や
地
元
の
食
材
を
使
用

し
た
昼
食
を
ご
賞
味
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑦
上
勝
町
「
情
報
集
約
一
元
化
と
更
な
る
魅
力
発
信
」

　
上
勝
町
は
樫
原
の
棚
田
や
山
犬
嶽
と
い
っ
た
観
光
地

に
加
え
、
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
観
光

資
源
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
は
多
く
の
起
業

家
で
に
ぎ
わ
い
が
あ
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
た
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
観
光
資
源
や
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
情
報
の
集
約
面
で
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
こ
の
課
題
に

対
し
、
情
報
集
約
の
一
元
化
と
更
な
る
魅
力
発
信
を

テ
ー
マ
に
関
係
人
口
の
拡
大
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
は
、月
ヶ
谷
温
泉
や
、ヤ
ッ
ホ
ー

ツ
ア
ー
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑧
佐
那
河
内
村
「
関
係
人
口
拡
大
に
向
け
た
観
光
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」

　
佐
那
河
内
村
は
間
も
な
く
誕
生
後
一
〇
〇
〇
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
村
の
文
化
、
美
し
い
景
観
を
次
世
代

へ
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　「
ふ
る
さ
と
住
民
票
」
制
度
は
、地
域
に
関
心
を
寄
せ
、

地
域
の
取
り
組
み
に
関
与
し
た
い
『
関
係
人
口
』
の
先

進
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
に
お
い
て
は
、
関
係
人

口
と
な
り
得
る
方
々
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
に
、
都
会

在
住
者
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
田
舎
暮
ら
し
を
体
験

で
き
る
滞
在
プ
ラ
ン
を
造
成
し
、
そ
の
魅
力
を
高
め
て

い
く
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
は
、
キ
ウ
イ
収
穫
体
験
や
産
直

市
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

⑨
石
井
町
「
石
井
町
魅
力
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ど
う

創
る
か
。」

　
石
井
町
は
温
暖
な
気
候
と
吉
野
川
流
域
の
肥
沃
な
土

壌
や
良
質
な
水
に
よ
り
農
産
物
の
栽
培
に
適
し
た
町
で
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す
。

　
町
の
花
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
藤
野
菜
な
ど
新
鮮
な
野
菜

の
供
給
基
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
機
能
も
高
ま
り
、

様
々
な
開
発
が
行
わ
れ
発
展
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
は
石
井
町
の
食
、
歴
史
に
触
れ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、「
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
石
井
町
」

に
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創
出
で
き
る
よ
う
モ
ニ

タ
ー
の
皆
様
の
声
を
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

⑩
神
山
町
「
関
係
人
口
増
加
に
向
け
た
観
光
ま
ち
づ
く

り
～
町
を
訪
れ
た
人
へ
の
案
内
機
能
の
強
化
と
観
光

ハ
ブ
拠
点
の
設
置
～
」

　
神
山
町
で
は
、
町
の
フ
ァ
ン
と
な
り
、
地
域
の
取

り
組
み
に
関
与
し
た
い
と
何
度
も
町
を
訪
れ
て
く
れ

る
「
関
係
人
口
」
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、

プ
レ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、
視
察
に
来
て
く
れ
た
人
が
地
域
の
人
と
交

流
す
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
や
、
町
内
の
情
報
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
提
供
で
き
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
が
欲

し
い
！
と
い
っ
た
積
極
的
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
町
を
訪
れ
た
人
へ
の
案
内
機
能
の
強
化
と

観
光
ハ
ブ
拠
点
の
設
置
に
向
け
て
、
地
域
の
方
々
と
の

連
絡
を
密
に
取
り
な
が
ら
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑪
松
茂
町
「
体
験
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ
」

　
松
茂
町
で
は
、
着
地
型
旅
行
商
品
の
開
発
に
よ
る
観

光
客
の
誘
客
を
図
る
た
め
、「
体
験
型
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
の
磨
き
上
げ
」
を
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ

と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
は
「
レ
ン
コ
ン
堀
り
」

等
の
農
業
体
験
や
「
し
ら
す
漁
」
等
の
漁
協
体
験
の
後
、

収
穫
し
た
食
材
を
使
用
し
た
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン
チ
」

を
ご
賞
味
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
の

声
を
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
や
食
の
開
発
に
生
か

し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑫
北
島
町
「
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
北
島
で
観
光
資
源
（
素
材
、

人
、
可
能
性
）
を
見
つ
け
る
。
つ
な
ぐ
。
創
る
。」

　
北
島
町
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
機
能
が
高
い
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
訪
れ
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
観

光
客
に
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
う
た
め
の
観
光
の
可

能
性
を
探
り
、
広
げ
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
や
地
域
の
も
の

づ
く
り
に
携
わ
る
人
や
、
も
の
づ
く
り
体
験
プ
ラ
ン
を

通
し
て
、
空
い
て
い
る
古
民
家
を
活
用
す
る
こ
と
か
ら

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
は
、
地
元
の
食
材
を
使
用
し
た

ラ
ン
チ
、
人
気
ス
イ
ー
ツ
を
ご
賞
味
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
阿
波
の
伝
統
「
遊
山
箱
」
を
紙
で
作
る
体
験
を
し

て
い
た
だ
く
な
ど
、
今
後
の
観
光
資
源
の
ヒ
ン
ト
を
探

り
ま
す
。

⑬
藍
住
町
「
藍
の
館
の
魅
力
度
ア
ッ
プ
」

　
藍
住
町
は
藍
の
魅
力
を
打
ち
出
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
藍
の
歴
史
、
文
化
、
魅
力
を
伝
え

る
「
藍
の
館
」
に
は
年
間
約
三
万
人
の
方
々
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
町
内
の
人
や
資
源
を
藍
の
館
と
融
合
さ
せ

て
、
藍
の
館
で
よ
り
多
く
の
お
金
を
使
い
た
く
な
る
よ

う
な
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
や
環
境
を
作
る
な
ど
、「
藍

の
館
の
魅
力
度
ア
ッ
プ
」
を
テ
ー
マ
に
Ｐ
Ｒ
、
誘
客
、

満
足
度
、
稼
ぐ
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
は
藍
の
館
の
見
学
や
藍
染
体
験

等
を
し
て
い
た
だ
き
、
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑭
板
野
町
「
町
内
施
設
、
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
、
資
源
の

掘
り
起
こ
し
、
開
発
、
連
携
」

　
多
く
の
方
が
訪
れ
る「
あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳
島
」、「
あ

せ
び
温
泉
」、
四
国
霊
場
八
十
八
ヶ
所
の
札
所
三
か
所

を
有
す
る
板
野
町
。
春
に
ん
じ
ん
の
出
荷
量
は
日
本
一

で
、
素
材
を
生
か
し
た
商
品
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
個
々
の
施
設
、
素
材
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
結

ぶ
こ
と
で
、
認
知
度
の
向
上
や
購
買
機
会
の
拡
大
、
魅

力
の
創
出
、
観
光
客
の
回
遊
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
は
、
あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳
島
で
、

火
お
こ
し
体
験
や
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
体
験
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
事
業
者
連
携
、
各
体
験
プ
ラ
ン
の

新
た
な
活
用
展
開
を
探
り
ま
す
。

⑮
上
板
町
「
技
の
館
周
辺
の
観
光
集
客
力
向
上
」

　
板
野
郡
上
板
町
に
あ
る
技
の
館
。
館
内
で
は
、
藍
染

め
体
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
周
辺
に
は
古
民

家
、
歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
伝
統
文
化
が
集
積
し
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
横
の
連
携
を
高
め
て
、
集
客
力
の
向
上
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
は
、「
技
の
館
」
で
藍

染
め
体
験
を
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
モ
ニ
タ
ー
の

皆
様
の
声
を
、
今
後
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ

に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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１
　
は
じ
め
に

　
平
成
三
十
年
三
月
九
日
、徳
島
県
に
し
阿
波
地
域（
美

馬
市
・
三
好
市
・
つ
る
ぎ
町
・
東
み
よ
し
町
）
で
営
ま

れ
て
い
る
「
に
し
阿
波
の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
」
が
、

国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の
世
界
農
業
遺
産
（
Ｇ

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
中
四
国
で
は
初
め

て
の
認
定
と
な
り
、
地
域
は
歓
喜
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
認
定
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
は
容
易
い
も
の
で
は
な

く
、
多
く
の
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
し
、
沢
山
の
方
々

に
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
の
道

の
り
や
、「
に
し
阿
波
の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
」
の

概
要
に
つ
い
て
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
　
世
界
農
業
遺
産

　
　（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
と
は

　
ま
ず
、
世
界
農
業
遺
産
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
と
は
何
な

の
か
。
そ
の
概
要
を
ご
説
明
致
し
ま
す
。

　
世
界
農
業
遺
産
と
は
、
世
界
的
に
重
要
か
つ
伝
統
的

な
農
林
水
産
業
を
営
む
地
域
及
び
農
林
水
産
業
シ
ス
テ

ム
を
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
が
認
定
す
る

制
度
で
す
。
世
界
で
二
十
一
か
国
五
十
二
地
域
、
日
本

で
は
十
一
地
域
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
平
成
三
十

年
七
月
現
在
）。（
図
１
）（
図
２
）

　「
世
界
」、「
遺
産
」
と
聞
く
と
、
か
の
有
名
な
姫
路

城
や
白
神
山
地
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
な
、

国
連
教
育
科
学
機
関

（
ユ
ネ
ス
コ
）
が
認

定
す
る
「
世
界
遺
産

（
文
化
遺
産
、
自
然

遺
産
）」
を
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
る
方
が
多
い

か
と
存
じ
ま
す
。
世

界
遺
産
と
世
界
農
業

遺
産
は
似
て
非
な
る

も
の
で
す
。
で
は
一

体
何
が
違
う
の
か
。

大
き
く
異
な
る
の
は
、

保
全
す
る
「
対
象
」

と
「
方
法
」
で
す
。

　
世
界
遺
産
が
建

造
物･

自
然
な
ど

の
「
不
動
産
」
を
対

象
と
す
る
の
に
対
し
、

世
界
農
業
遺
産
は
農
業
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
人
、
文
化
、

食
、
景
観
な
ど
を
含
む
「
農
林
水
産
業
シ
ス
テ
ム
」
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
は
「
不
動
産
を

限
り
な
く
現
状
に
近
い
形
で
保
全
」
し
て
い
く
の
に
対

し
、
世
界
農
業
遺
産
は
「
人
々
の
営
み
で
あ
る
農
林
水

産
業
シ
ス
テ
ム
を
、
様
々
な
時
代
や
環
境
の
変
化
に
適

応
さ
せ
な
が
ら
動
的
に
保
全
」
し
て
い
く
「
生
き
た
遺

産
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
世
界
農
業
遺
産
申
請
地
域
は
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
が
定
め
た
次

の
五
つ
の
基
準
と
保
全
計
画
に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
条
件
を
全
て
満
た
し
た
地
域
及
び
シ
ス
テ

ム
が
、
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
の
で
す
。

世
界
農
業
遺
産
「
に
し
阿
波
の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て

徳
島
剣
山
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
事
務
局
長　

大
　
西
　
裕
　
司

（
つ
る
ぎ
町
商
工
観
光
課
長
）　

図１　世界農業遺産認定地域

図２　国内の世界農業遺産認定地域

農林水産省『世界農業遺産とは』（http://www.maff.go.jp/j/nousin/kantai/giahs_1_1.html）

農林水産省『世界農業遺産とは』（http://www.maff.go.jp/j/nousin/kantai/giahs_1_1.html）
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３
　「
に
し
阿
波
の
傾
斜
地
農
耕

　
シ
ス
テ
ム
」
と
は

　
徳
島
県
に
し
阿
波
地
域
は
、
徳
島
県
西
部
の
二
市
二

町
（
美
馬
市
・
三
好
市
・
つ
る
ぎ
町
・
東
み
よ
し
町
）

か
ら
な
り
ま
す
。
当
地
域
の
標
高
約
百
～
九
百
メ
ー
ト

ル
の
山
間
部
に
は
、
二
百
以
上
の
集
落
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
急
峻
な
傾
斜
地
に
位
置
し
、
場
所
に

よ
っ
て
は
斜
度
四
十
度
に
も
お
よ
び
ま
す
。
一
般
的
に

傾
斜
地
で
の
農
業
は
、
段
々
畑
や
棚
田
の
様
な
水
平
面

を
形
成
し
て
農
業
を
行
い
ま
す
が
、
当
地
域
で
は
水
平

面
を
造
ら
ず
に
傾
斜
地
の
ま
ま
畑
作
を
中
心
と
し
た
農

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
何
故
、
敢
え
て
過
酷
な
環
境
で

農
業
を
営
む
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
一
説
に
は
、「
段
々

畑
よ
り
も
広
い

耕
作
面
積
を
確

保
し
、
農
作
物

の
収
量
を
少
し

で
も
多
く
す
る

た
め
」
で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
傾
斜
地
で
農
業
を
営
む
た
め
に
、
人
々
は
様
々
な
工

夫
を
凝
ら
し
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
カ
ヤ
（
ス
ス
キ

等
）
の
利
用
で
す
。「
カ
ヤ
場
」
と
呼
ば
れ
る
採
草
地

か
ら
カ
ヤ
を
刈
り
、「
コ
エ
グ
ロ
」（
写
真
１
）
と
呼
ば

れ
る
円
錐
状
の
形
に
組
ん
で
乾
燥
さ
せ
、
刻
ん
で
畑
に

入
れ
ま
す
。
カ
ヤ
に

は
、
風
雨
で
土
が
下

に
流
れ
出
る
の
を

抑
制
す
る
ほ
か
、
土

を
柔
ら
か
く
し
た

り
、
乾
燥
を
防
ぐ
な

ど
様
々
な
効
果
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
流
れ
て
し
ま

う
土
は
、「
サ
ラ
エ
」

と
い
う
特
殊
な
農

具
を
用
い
て
土
を

持
ち
上
げ
る
「
ツ
チ

ア
ゲ
」
作
業
（
写
真

２
）
で
回
復
し
て
い

ま
す
。

　
当
シ
ス
テ
ム
は
、

多
様
な
自
然
を
育

ん
で
い
ま
す
。
採
草

地
に
は
、
シ
コ
ク
フ

ク
ジ
ュ
ソ
ウ
（
写
真

３
）
を
は
じ
め
と
す
る
希
少
な
植
物
が
生
育
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
カ
ヤ
を
定
期
的
に
刈
り
取
る
こ
と
に
よ

り
、
背
の
低
い
植
物
に
も
日
が
差
す
よ
う
に
な
る
た
め

で
す
。
ま
た
、
作
物
で
は
ソ
バ
・
ア
ワ
・
キ
ビ
・
シ
コ
ク

ビ
エ
な
ど
の
雑
穀
（
写
真
４
）
を
は
じ
め
、
昔
か
ら
受

け
継
が
れ
て
き
た
在
来
品
種
の
農
作
物
を
、
少
量
多
品

目
栽
培
す
る

こ
と
で
様
々

な
環
境
に
適

応
さ
せ
、
今

も
な
お
そ
の

種
を
守
り
継

い
で
い
ま
す
。

　
食
文
化
も
豊
か
で
、
ソ
バ
の
実
を
粉
に
せ
ず
そ
の
ま

ま
い
た
だ
く
「
そ
ば
米
雑
炊
」
な
ど
（
徳
島
県
で
は
ご

く
一
般
的
で
す
が
、
他
地
域
か
ら
み
る
と
）
独
特
な
伝

統
的
郷
土
食
や
、
干
し
芋
・
干
し
ゼ
ン
マ
イ
・
干
し
大

根
・
干
し
柿
な
ど
の
干
し
物
文
化
が
昔
か
ら
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
傾
斜
畑
・
コ
エ
グ
ロ
・
石
垣
な

ど
と
い
っ
た
人
々
の
営
み
が
創
る
豊
か
な
景
観
は
「
日

本
の
原
風
景
」「
桃
源
郷
」
と
称
さ
れ
て
お
り
、
特
に

三
好
市
東
祖
谷
の
落
合
集
落
（
写
真
３
）
は
国
指
定
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
四
百
年
以
上
に
も
わ
た
っ
て
継
承

さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
採
草
地
の
多
様
な
動
植
物

や
山
村
景
観
が
保
全
さ
れ
、
雑
穀
や
在
来
作
物
、
野
菜

な
ど
の
加
工
技
術
や
食
文
化
、
伝
統
行
事
な
ど
が
今
も

な
お
人
々
の
手
で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

４
　
認
定
に
至
る
ま
で
の
経
緯

　
平
成
二
十
六
年
七
月
、「
に
し
阿
波
の
傾
斜
地
農
耕

シ
ス
テ
ム
」
の
世
界
農
業
遺
産
認
定
を
目
指
し
て
、
美

馬
市･

三
好
市･

つ
る
ぎ
町･

東
み
よ
し
町･

Ｊ
Ａ
美

FAOが定める世界農業遺産５つの認定基準と保全計画

①食料及び生計の
保障

申請する農林水産業システムは、地域コミュニティの
食料及び生計の保障に貢献するものであること。

②農業生物多様性
申請する農林水産業システムは、食料及び農業にとって世
界的に重要な生物多様性及び遺伝資源が豊富であること。

③地域の伝統的な
知識システム

地域の伝統的な知識システムが、「地域の貴重で伝統的
な知識及び慣習」、「独創的な適応技術」及び「生物相、
土地、水等の農林水産業を支える天然資源の管理シス
テム」を維持していること。

④文化、価値観及
び社会組織

申請する農林水産業システムの関連した文化的アイデン
ティティ及び風土が、地域に定着し、帰属していること。

⑤ランドスケープ
及びシースケー
プの特徴

人類と環境との相互作用を通じ、長い年月をかけて発
展してきたランドスケープ及びシースケープを有する
こと。

システムの持続性
のための保全計画

申請地域は、農林水産業システムを動的に保全するた
めの保全計画を作成すること。

写真１　コエグロ写真２　サラエによるツチアゲ作業写真３　シコクフクジュソウと落合集落遠景

写真４　様々な雑穀
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馬･

Ｊ
Ａ
阿
波
み
よ
し
の
六
団
体
で
、
徳
島
剣
山
世
界

農
業
遺
産
推
進
協
議
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。（
事
務

局
は
つ
る
ぎ
町
。）

　
同
年
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
へ
の
窓
口
と
な
る
農
林
水
産
省
に
よ

る
国
内
選
考
に
申
請
し
ま
す
が
、
惜
し
く
も
留
保
（
落

選
で
は
な
く
、
次
点
候
補
で
は
あ
る
が
不
足
事
項
が

あ
っ
た
た
め
留
保
と
い
う
形
）
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

留
保
の
原
因
と
し
て
、「
生
物
多
様
性
の
調
査
不
足
」「
地

域
へ
の
周
知
不
足
」
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
会
発

足
後
、
間
も
な
く
の
申
請
で
あ
っ
た
た
め
、
何
も
か
も

が
準
備
不
足
で
し
た
。

　
す
ぐ
さ
ま
二
年
後
の
申
請
に
向
け
た
再
挑
戦
の
意
志

を
表
明
し
、
指
摘
い
た
だ
い
た
不
足
事
項
の
改
善
の
た

め
、
次
の
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

生
態
系
調
査
機
関
に
よ
る
、
地
域
の
生
物
多
様
性
調
査

　
四
国
剣
山
系
の
生
態
系
に
明
る
い
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
四
国
自
然
史
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
、
に
し
阿

波
地
域
の
傾
斜
地
集
落
及
び
傾
斜
畑
の
生
物
多
様
性
を

調
査
し
て
い
た
だ
き
、
リ
ス
ト
化
し
ま
し
た
。

地
域
内
外
へ
の
周
知
の
た
め
の
取
り
組
み

　
地
域
内
外
の
方
々
に
、「
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
」

の
価
値
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
当
協
議
会
と
地
域
住
民
や
関
係
機
関
が
連
携

し
、
次
の
よ
う
に
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

認
定
後
の
現
在
で
も
、

継
続
し
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

・
傾
斜
地
農
業
体
験

　
ツ
ア
ー

　「
傾
斜
地
農
耕
シ

ス
テ
ム
」
が
織
り
な

す
景
観
を
楽
し
み
、

傾
斜
地
農
業
や
集
落

に
暮
ら
す
農
家
と
の

交
流
な
ど
を
体
験
で
き
る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
写
真
５
）
こ
れ
ま
で
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
、
学
生
、
企

業
な
ど
多
様
な
方
々
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

　「
傾
斜
地
農
耕
シ
ス

テ
ム
」
を
構
成
す
る
農

業
技
術
や
農
文
化
、
景

観
、
生
物
多
様
性
な
ど

を
テ
ー
マ
に
、
県
内
各

地
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。（
写
真
６
）

・
観
光
農
園

　
そ
ば
の
花
が
一
面
に

咲
く
傾
斜
畑
の
景
観
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

つ
る
ぎ
町
猿
飼
集
落
の

傾
斜
畑
を
、
観
光
農
園

と
し
て
期
間
限
定
で
一

般
開
放
し
ま
し
た
。（
写

真
７
）

・
文
化
継
承
事
業

　「
傾
斜
地
農
耕
シ
ス

テ
ム
」
が
育
ん
だ
農
文

化
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
学
校
教
育
と
連
携
し
、

講
習
会
等
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
伝
統
的
農
耕
行

事
を
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
取
り
入
れ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
例
　
雨
乞
い
踊
り
を
し
て
農
作
物
の
豊
作
を
祈
る

「
神
代
踊
り
」（
三
好
市
西
祖
谷
　
櫟い

ち

う生
小
学
校
）

（
写
真
８
）

　
　
　
集
落
の
家
々
を
回
っ
て
家
業
繁
栄
や
五
穀
豊
穣

を
祈
る
農
耕
行
事
「
お
亥
の
子
さ
ん
」（
つ
る
ぎ

町
　
貞
光
小
学
校
）
等

　
ま
た
、
取
り
組
み

を
推
進
す
る
に
あ
た

り
資
金
・
機
動
力
・

学
術
的
専
門
性
等
が

欠
け
て
い
た
た
め
、

協
議
会
組
織
体
制
の

拡
充
も
図
り
ま
し
た
。

先
述
の
六
団
体
に
加

え
て
、
徳
島
県
（
農

林
水
産
部
、
西
部
総

合
県
民
局
）、
徳
島

大
学
や
農
研
機
構

（
※
注
１
）
と
い
っ
た
研
究
機
関
、
各
市
町
の
民
間
農

業
団
体
等
が
加
わ
り
、
多
角
的
に
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
経
て
、
平
成
二
十
八
年
、
農

林
水
産
省
へ
日
本
農
業
遺
産
（
図
３
）
及
び
世
界
農
業

遺
産
の
認
定
申
請
を
行
い
ま
し
た
。
書
類
審
査･

プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査･

現
地
調
査
な
ど
の
度
重
な
る

審
査
を
経
て
、
平
成
二
十
九
年
三
月
に
農
林
水
産
省
よ

り
日
本
農
業
遺
産
に
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
同
時
に
世

界
農
業
遺
産
へ
の
申
請
も
認
可
さ
れ
、
同
年
に
農
林
水

産
省
を
通
じ
て
Ｆ
Ａ
Ｏ
へ
申
請
を
行
い
ま
し
た
。
書

類
審
査
や
現
地
調
査

を
経
て
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
設

置
し
た
科
学
助
言
グ

ル
ー
プ
（
Ｓ
Ａ
Ｇ
）

に
よ
り
厳
正
な
る
審

査
が
行
わ
れ
、
平
成

三
十
年
三
月
に
晴
れ

て
世
界
農
業
遺
産
の

認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。（
写

真
９
）

写真５　傾斜地農耕体験ツアーの様子

写真７　観光農園（つるぎ町貞光）

写真８　神代踊り（三好市西祖谷）写真９　ローマでの FAO 認定証授与

写真６　シンポジウム
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５
　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
々
を
は
じ
め
、
様
々
な
方
か

ら
の
協
力
を
得
て
、
よ
う
や
く
世
界
農
業
遺
産
認
定
へ

と
漕
ぎ
着
け
た
の
で
す
が
、
認
定
は
た
だ
の
出
発
点
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。
先
人
た
ち
の
英
知
の
結
晶
で
あ
る
「
に

し
阿
波
の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
」
を
、
時
代
に
沿
っ

た
形
で
動
的
に
保
全
し
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
と

と
も
に
、
世
界
の
食
料
安
全
保
障
と
持
続
可
能
で
公
平

な
開
発
へ
の
貢
献
が
、
当
地
域
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、「
担
い
手
不
足
」
や
「
農
業
所
得
の
向
上
」

「
鳥
獣
害
」「
景
観
保
全
」
な
ど
、
課
題
は
山
積
み
で
す
。

　
認
定
後
に
は
、
一
般
社
団
法
人
そ
ら
の
郷
、
地
域
商

社
阿
波
ふ
う
ど
、
美
馬･

阿
波
池
田
青
年
会
議
所
な
ど

が
新
た
に
協
議
会
に
加
わ
り
、
組
織
体
制
が
更
に
強
固

な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
多
様
な
協
議
会
構

成
団
体
が
積
極
的
に
活
動
す
る
こ
と
は
勿
論
、
地
域
内

外
を
広
く
巻
き
込
ん
だ
保
全･

継
承
体
制
を
敷
い
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

６
　
結
び
に

　
に
し
阿
波
地
域
は
、
世
界
農
業
遺
産
だ
け
で
な
く
、

「
観
光
圏
（
※
注
２
）」
や
「
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｒ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
（
農
泊
　
食
文
化
海
外
発
信
地
域
）（
※
注
３
）」
な

ど
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
、
日
本
で
も
数
少
な
い
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
応
の
ト
リ
プ
ル
認
定
地
域
で
す
。

　
こ
の
好
条
件
を
活
か
し
、
体
験
型
観
光
の
推
進
や
、

農
業･

食
と
観
光
を
結
び
付
け
た
事
業
な
ど
に
も
取
り

組
み
、
農
業
的
観
点
以
外
に
も
様
々
な
角
度
か
ら
「
に

し
阿
波
の
傾
斜
地
農
耕
シ
ス
テ
ム
」
を
保
全･

継
承
し

て
い
く
た
め
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

【
注
釈
】

※
注
１

：

農
研
機
構

　
正
式
名
称
は
「
国
立
研
究
開
発
法
人
　
農
業･

食
品

産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
」。
そ
の
西
日
本
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー
は
、
近
畿
中
国
四
国
地
域
の
特
徴
で
あ
る
、

中
山
間
地
及
び
傾
斜
地
な
ら
び
に
都
市
近
郊
に
お
け
る

多
様
な
農
業
の
課
題
解
決
と
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し

て
、
研
究
及
び
技
術
開
発
と
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
四
国
で
は
、
主
に
香
川
県
善
通
寺
市
に
研
究
拠
点

を
置
い
て
い
ま
す
。

※
注
２

：

観
光
圏

　
観
光
圏
と
は
、
自
然･

歴
史･

文
化
等
に
お
い
て
密

接
な
関
係
の
あ
る
観
光
地
を
一
体
と
し
た
区
域
で
あ
っ

て
、
区
域
内
の
関
係
者
が
連
携
し
、
地
域
の
幅
広
い
観

光
資
源
を
活
用
し
て
、
観
光
客
が
滞
在･

周
遊
で
き
る

魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

（
観
光
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

　
に
し
阿
波
地
域
は
「
に
し
阿
波
～
剣
山･

吉
野
川
観

光
圏
」
と
し
て
、
観
光
庁
よ
り
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
近
年
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
先
進
事
例
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
注
３

：

Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｒ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

　
　
　
　（
農
泊
　
食
文
化
海
外
発
信
地
域
）

　
地
域
の
食
と
、
そ
れ
を
生
み
出
す
農
林
水
産
業
を
核

と
し
て
訪
日
外
国
人
を
中
心
と
し
た
観
光
客
の
誘
致
を

図
る
地
域
で
の
取
り
組
み
を
「
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｒ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
（
農
泊
　
食
文
化
海
外
発
信
地
域
）」
と
し
て
認

定
す
る
制
度
を
平
成
二
十
八
年
度
に
創
設
し
ま
し
た
。

（
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

　
に
し
阿
波
地
域
は
、
認
定
第
一
号
と
な
り
ま
し
た
。

図３　日本農業遺産とは

農林水産省『世界農業遺産とは』（http://www.maff.go.jp/j/nousin/kantai/giahs_1_2.html）

主な課題と対応策

課　題 対　　　応　　　策

担 い 手 不 足

・UJIターン就農者のサポート制度の充実

・地域出身者帰農のための誘致

・JA女性部など、女性が活躍できる取組の推進

・企業と連携した、委託や協働型の取組推進

農業所得の向上

・ブランド化等による農作物、加工品の高付加

価値化

・都市部等への販路の拡大

・農泊（農林漁家民宿、体験型教育旅行受入家

庭）体制の充実、受入の増加

鳥 獣 害 の 防 止

・防護柵設置の推進

・モンキードッグの導入

・獣肉処理加工施設の有効利用

・ジビエ料理店の設定推進
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地
方
自
治
雑
感

「
徳
島
県
庁
」
で
の
勤
務
を
通
じ
て

　

徳
島
県
政
策
創
造
部
地
方
創
生
局
長
　

渡
　
邉
　
峰
　
樹

現
実
を
知
る
機
会

　
徳
島
県
市
町
村
振
興
協
会
発
行
の
冊
子
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
主
に
市
町
村
の
方
々
が
目
を
通
さ
れ
る
機
会
が
多
い

と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
私
自
身
、

県
庁
は
も
ち
ろ
ん
地
方
公
共
団
体
で
の
業
務
も
初
め
て
で

し
た
が
、
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
の
行
政
を
間
近
に

す
る
機
会
も
初
め
て
と
い
っ
て
も
よ
い
状
況
で
し
た
。
市

町
村
で
は
、
業
務
量
に
比
し
て
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
、
一
人

で
何
役
も
こ
な
す
、
と
い
っ
た
状
況
は
、
以
前
か
ら
耳
に

す
る
機
会
は
あ
り
ま
し
た
が
、
現
実
は
も
っ
と
厳
し
い
状

況
と
感
じ
ま
し
た
し
、
今
後
も
こ
の
状
況
が
劇
的
に
改
善

す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
も
感
じ
ま
し
た
。
で
は
、

ど
う
す
る
の
か
？
と
い
っ
て
も
、
私
に
は
難
局
打
開
の
妙

案
は
な
い
の
で
す
が
、
市
町
村
を
は
じ
め
現
場
の
方
々
と

お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
の
中
で
、
も
う
一
つ
別
の
感

覚
が
沸
い
て
き
て
い
ま
し
た
。

　「『
都
会
の
視
点
』
に
重
き
を
置
き
、
国
の
施
策
が
立
案

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」

　
保
健
福
祉
部
で
介
護
保
険
を
担
当
し
た
際
に
、
三
好
市

の
中
山
間
地
で

の
訪
問
介
護
に

同
行
さ
せ
て
い

た
だ
く
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。

細
い
山
道
を
抜

け
な
が
ら
、
点

在
す
る
民
家
を

訪
問
し
て
い
く
、

移
動
す
る
だ
け

で
も
大
変
な
労

力
を
要
す
る
状

況
で
す
が
、
こ

れ
を
毎
週
欠
か

さ
ず
に
行
っ
て

い
る
こ
と
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
こ
れ
が
現
実
だ
と
強
く
意
識
し
た
こ

と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
故
、
地

区
に
よ
っ
て
は
、
例
え
ば
県
内
都
市
部
の
よ
う
に
介
護
事

業
者
が
進
出
し
て
い
な
い
た
め
、
市
及
び
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
最
後
の
砦
と
し
て
奮
闘
し
て
い
た
と
も
記
憶
し
て

い
ま
す
。

　「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
と
言
葉
に
し
て

し
ま
え
ば
簡
単
な
の
で
す
が
、
実
践
は
容
易
な
こ
と
で
な

く
、
切
迫
し
た
高
齢
化
と
過
疎
化
に
悩
む
地
域
に
お
い

て
、
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
く
、
も
ど
か

し
さ
と
厳
し
い
現
実
を
知
る
機
会
で
し
た
。
こ
れ
に
限
ら

ず
、
県
土
整
備
部
で
の
高
齢
者
や
子
育
て
世
帯
な
ど
住
宅

確
保
要
配
慮
者
向
け
の
施
策
な
ど
も
そ
う
で
す
が
、
国
が

は
じ
め
に

　
徳
島
県
庁
に
赴
任
し
た
の
は
平
成
二
十
七
年
五
月
一
日
。

　
早
い
も
の
で
県
庁
生
活
も
既
に
四
年
目
に
突
入
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
間
、
県
土
整
備
部
住
宅
課
、
保
健
福
祉
部

長
寿
い
き
が
い
課
、
地
方
創
生
局
地
方
創
生
推
進
課
、
そ

し
て
現
在
の
職
務
に
至
る
ま
で
、
実
に
幅
広
い
業
務
を
経

験
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
か
ら
出
向
し
て
い
る
か
ら
か
、
時
々
、
周

り
の
方
か
ら
庁
内
異
動
の
際
に
「
関
係
の
な
い
業
務
で
大

変
で
す
ね
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、「
関

係
な
い
？
」
こ
と
な
ど
な
く
、
む
し
ろ
介
護
保
険
制
度
を

前
提
に
成
り
立
つ
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
や
、
人

口
減
少
の
克
服
・
東
京
一
極
集
中
の
是
正
を
目
指
す
「
地

方
創
生
」
は
、
国
土
交
通
行
政
と
密
接
不
可
分
な
関
係
に

あ
り
、
こ
の
先
の
省
庁
勤
務
に
お
い
て
も
貴
重
な
財
産
に

な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、「
阿
波
の
自
治
」
へ
の
執
筆
機
会
を
い
た
だ
い

た
の
で
、
徳
島
県
で
の
「
気
づ
き
」
を
中
心
に
ま
と
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本楽寺の枯山水と吉野川（四国八十八景・美馬市）
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講
じ
た
施
策
が
県
内
で
展
開
さ
れ
る
状
況
を
み
て
、
国
の

施
策
立
案
側
が
施
策
に
込
め
た
考
え
方
や
効
果
と
、
実
際

に
現
場
で
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
間
に
、
幾
度
と
な
く
、

乖
離
が
生
じ
て
い
る
と
感
じ
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。（
何

を
持
っ
て
都
会
と
い
い
、
地
方
と
い
う
か
の
議
論
は
さ
て

お
き
、）
も
し
「
都
会
の
視
点
」
と
「
地
方
の
視
点
」
と

い
う
も
の
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
乖
離
の
正
体
の
一

端
は
「
都
会
の
視
点
」
が
施
策
立
案
過
程
で
優
先
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
県
庁
で
よ
く
耳
に
す
る
「
現
場
主
義
・
県
民
目
線
」。

当
た
り
前
と
い
え
ば
当
た
り
前
の
考
え
方
で
す
が
、
や
は

り
、
こ
の
言
葉
が
施
策
を
立
案
す
る
上
で
根
底
に
あ
る
べ

き
も
の
と
し
て
、
省
庁
に
戻
っ
て
も
、
改
め
て
こ
の
点
を

大
事
に
し
た
い
と
痛
感
し
た
次
第
で
す
。

「
想
像
」
を
超
え
る
「
創
造
」
力
で

地
域
づ
く
り
を

　
神
山
町
・
美
波
町
を
筆
頭
に
今
や
県
内
に
広
が
る
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
、
上
勝
町
の
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
、
伊

座
利
の
漁
村
留
学
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
づ
く
り
な
ど
な

ど
、
県
内
各
地
で
進
む
地
方
創
生
の
数
多
く
の
取
組
み
は
、

度
々
報
道
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
自
身
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
　
大
南

さ
ん
、
株
式
会
社
い
ろ
ど
り
　
横
石
さ
ん
の
ご
講
演
を
拝

聴
す
る
機
会
を
得
て
感
銘
を
受
け
ま
し
た
し
、
い
ず
れ
も

一
朝
一
夕
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、

ど
ん
な
過
疎
地
に
あ
っ
て
も
輝
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

示
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
大
南
さ
ん
が
提
唱
さ
れ
た
「
創
造
的
過
疎
」。
こ
の
誰

も
が
想
像
だ
に
し
な
い
発
想
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
触
発

さ
れ
た
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
人
々
が
神
山
町
に
集
ま
り
、

同
町
は
、
人
が
仕
事
を
よ
び
、
仕
事
が
人
を
よ
ぶ
、
そ
し

て
地
域
が
活
性
化
す
る
と
い
う
好
循
環
を
実
現
し
、
ま
さ

に
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
と
し
て
君
臨
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
成
功
事
例
を
み
て
、
私
が
感
じ
る
こ
と
は
、「
創
造

的
過
疎
」の
発
想
も
そ
う
で
す
が
、「『
想
像
』を
超
え
る『
創

造
』
力
」
が
あ
れ
ば
こ
そ
実
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
。

　
地
に
足
の
着
い
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
上
述

し
た
お
二
人
の
よ
う
な
地
域
に
輝
き
を
も
た
ら
す
存
在
は

と
て
も
重
要
で
す
が
、
こ
こ
ま
で
の
存
在
が
い
る
地
域
は

稀
有
で
し
ょ
う
。
た
だ
、「『
想
像
』
を
超
え
る
『
創
造
』
力
」

の
視
点
は
、
地
域
を
熟
知
し
実
践
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て

こ
そ
得
ら
れ
て
い
く
も
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
て
い
ま

す
。

　
ひ
と
り
で
難
局
打
開
で
き
る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

自
治
体
と
て
、
例
外
な
く
労
働
力
不
足
に
直
面
し
、
地
域

に
よ
っ
て
は
自
治
体
機
能
の
維
持
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
時
代

が
到
来
す
る
懸
念
も
多
方
面
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
い
う
言
葉
が
一
般
化
し

て
き
た
よ

う
に
、
若

い
世
代
を

中
心
に
、

地

域

に

入
っ
て
課

題
解
決
に

取
り
組
む

多
種
多
様

な
取
組
み

が
芽
生
え

て
き
て
い

ま
す
。
こ

う
し
た
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
価
値
観
の
転
換
に
よ
っ

て
、
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
「
民
」
の
存
在
感
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
地
域
づ
く
り
に
お

け
る
行
政
と
し
て
の
関
わ
り
方
の
最
適
解
を
導
い
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
神
山
町
は
最
適
解
を
導
き
出
し
体
現

し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
し
、
こ
の
最
適
解
は
自
治
体

に
よ
っ
て
異
な
る
は
ず
で
す
。
何
よ
り
も
、
地
域
づ
く
り

に
「
官
民
連
携
」
が
必
須
と
す
れ
ば
、
自
治
体
は
、
官
民

問
わ
ず
一
人
の
ス
ー
パ
ー
マ
ン
の
登
場
を
待
つ
こ
と
な
く
、

相
互
の
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
最
適
解
を
見
つ
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
可
能
性
は
無
限
大
に
広
が
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
も
言
え
ま
す
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

「『
想
像
』
を
超
え
る
『
創
造
』
力
」
も
、
実
践
を
積
み
重

ね
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
可
能
性
は
大

い
に
あ
る
は
ず
で
す
。

結
び
に

　
こ
こ
ま
で
取
り
留
め
の
な
い
話
を
書
い
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
徳
島
県
庁
に
お
世
話
に
な
っ
て
、
取
り
組
ん
だ
施

策
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
（
現
場
）
を
持

つ
こ
と
の
幸
せ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
感
覚
は
、
県
や
市
町
村
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
よ
り
強
く
実

感
で
き
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
な

ど
、
徳
島
県
は
全
国
に
先
駆
け
て
課
題
に
直
面
す
る
一
方

で
、
こ
れ
ま
で
も
全
国
に
そ
の
処
方
箋
を
示
し
、
ま
さ
に

課
題
解
決
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
躍
動
し
て
き
て
い

ま
す
。
私
も
徳
島
フ
ァ
ン
の
ひ
と
り
と
し
て
、
今
後
と
も

徳
島
県
内
で
展
開
さ
れ
る
取
組
み
に
注
目
し
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
そ
し
て
応
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

落合集落（重要伝統的建造物群保存地区・三好市）
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平
成
二
十
九
年
五
月
に
、
美
馬
市
が
推
進

す
る
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
の
実
現
に
向
け

た
「『
美
馬
に
夢
ひ
ら
く
』
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ

フ
推
進
特
区
」
事
業
が
徳
島
版
「
地
方
創
生

特
区
」
の
第
三
次
指
定
と
し
て
認
定
を
受
け

ま
し
た
。

　
美
馬
市
で
は
、「
美
来
創
生
の
ま
ち
美
馬
市

～
一
歩
先
の
確
か
な
未
来
へ
～
」
の
ま
ち
づ

く
り
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、
少
子･
高
齢

化
、
人
口
減
少
が
進
む
な
か
、
多
様
な
知
識

や
経
験
を
持
つ
「
中･

高
年
齢
層
」
の
移
住

を
都
市
部
等
か
ら
受
け
入
れ
、
地
域
を
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
二
十
八
年

二
月
、
県
内
市
町
村
で
は
い
ち
早
く
「
美
馬

市
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想･

前
期
基
本
計
画
」

及
び
「
モ
デ
ル
事
業
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
平
成
二
十
八
年
度
に
は
、
国
の
地
方
創
生

加
速
化
交
付
金
を
活
用
し
「
モ
デ
ル
事
業
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
い
た
生
涯
活
躍
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
移
住
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
の
作
製
、

都
市
圏
で
の
移
住
フ
ェ
ア･

相
談
会
で
の
相

談
対
応
な
ど
都
市
圏
在
住
者
に
お
け
る
意
向

や
ニ
ー
ズ
把
握
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、「
モ
デ
ル
事
業
プ
ラ
ン
」
に
つ

い
て
は
、
美
馬
市
脇
町
小
星
地
区
に
お
い
て
、

移
住
者
の
住
ま
い
や
移
住
お
た
め
し
住
宅
、

移
住
者
と
地
域
住
民
が
共
に
活
用
で
き
る
地

域
交
流
施
設
を
核
に
し
た
「
移
住
促
進
拠
点
」

を
整
備
す
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
、
対
象
を

シ
ニ
ア
世
代
を
中
心
に
子
育
て
世
代
も
含
め
た

多
世
代
に
拡
大
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
九
年
七
月
に
は
、
公
募
に
よ
り

「
移
住
促
進
拠
点
」
の
事
業
運
営
候
補
者
に

（
有
）
円
満
（
徳
島
市
）
を
選
定
し
ま
し
た
。

現
在
、「
移
住
促
進
拠
点
」
の
整
備
内
容
を
含

め
た
具
体
的
な
事
業
計
画
（
案
）
の
策
定
に

向
け
関
係
機
関
・
団
体
と
の
協
議
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
移
住
者
と
地
域

を
つ
な
ぐ
役
目
を
担
う
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ

フ
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
養
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
移
住
者
の
方
が
地
域
生
活

を
送
る
上
で
必
要
な
地
元
地
域
と
の
関
わ
り

や
生
活
に
必
要
な
各
種
手
続
き
等
の
支
援
と
、

地
域
住
民
と
と
も
に
健
康
づ
く
り
活
動
を
展

開
す
る
中
か
ら
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
視
野
に
、
美
馬
市
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　「『
美
馬
に
夢
ひ
ら
く
』
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
推
進
特
区
」
事
業

「
美
馬
市
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」構
想
の
推
進
に
向
け
て

美
馬
市
市
民
環
境
部
移
住
・
定
住
促
進
課
課
長
補
佐

井
　
口
　
明
　
典

助成制度チラシ
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二
点
目
に
、
美
馬
市
と
包
括
的
連
携
協
定

を
締
結
し
て
い
る
四
国
大
学
の
「
新
あ
わ
学

研
究
所
」
が
取
り
組
む
地
域
研
究
と
連
動
し

た
「
い
き
が
い
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
開
発

に
つ
い
て
で
す
。
移
住
者
・
市
民
双
方
を
対

象
と
し
た
生
涯
学
習
講
座
「
み
ま
学
講
座
（
仮

称
）」
の
開
設
に
向
け
、
美
馬
市
の
歴
史
・
文

化
・
伝
承
等
を
よ
り
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
メ
ニ
ュ
ー
構
築
に
向
け
、
四
国
大
学
西
部

地
区
ス
ー
パ
ー
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
核

に
、
同
大
学
教
職
員
・
学
生
に
よ
り
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
に
あ

た
り
「
売
り
」「
強
み
」
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

移
住
者
・
市
民
双
方
に
と
っ
て
の
「
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
イ
フ
」
を
送
る
環
境
整
備
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
四
国
大
学

と
の
連
携
を
十
分
に
図
り
な
が
ら
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

　
三
点
目
に
、「
農
林
漁
家
民
宿
」
の
推
進

に
つ
い
て
で
す
。
地
域
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
シ
ニ
ア
の
活
躍
の
場
を
つ
く
る
と
と
も
に
、

移
住
・
交
流
の
活
性
化
を
図
る
取
り
組
み
を

進
め
る
た
め
、
本
市
特
区
提
案
の
宿
泊
・
食

事
・
農
業
体
験
を
地
域
内
で
行
う
「
分
散
型

農
家
民
宿
」
が
、
県
と
の
連
携
の
も
と
、
美

馬
市
が
先
行
モ
デ
ル
と
し
て
制
度
化
が
図
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
、

一
軒
の
農
家
で
全
て
を
提
供
す
る
こ
と
は
負

担
が
大
き
く
、
役
割
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
で

負
担
を
分
散
さ
せ
、
開
業
促
進
を
図
る
目
的

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
三
月
に
は
、
本

市
を
含
む
県
西
部
地
域
が
「
世
界
農
業
遺
産
」

の
認
定
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
地
域
に
お
け

る
「
宿
泊
」
や
「
体
験
」
の
さ
ら
な
る
充
実

と
魅
力
発
信
を
図
る
た
め
、「
分
散
型
農
家
民

宿
」
の
具
体
化
に
向
け
、
地
域
で
の
連
携
体

制
の
構
築
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
移
住
者
や
地
域
住
民
に
よ
る

農
家
民
泊
の
開
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

市
内
地
域
の
農
地
や
空
き
家
の
活
用
推
進
と

「
地
域
力
」
の
維
持
向
上
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
涯
活
躍
の
ま
ち
関
連
施
策
と
し

て
、
美
馬
市
に
移
住
し
市
登
録
の
介
護
施
設
・

医
療
施
設
へ
の
就
労
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅

家
賃
、
子
ど
も
の
養
育
費
、
通
勤
用
自
動
車

購
入
費
を
助
成
す
る
「
介
護
看
護
人
材
就
労
・

定
住
促
進
事
業
」
な
ど
移
住
・
定
住
に
向
け

た
美
馬
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
各
種
助
成
制
度
を

創
設
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
国
・
県
、
市
の
各
種
移
住
・
定

住
施
策
を
リ
ン
ク
さ
せ
、
若
年
層
か
ら
中
高

年
齢
層
ま
で
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
生
涯

活
躍
で
き
る
美
馬
市
づ
く
り
に
向
け
て
邁
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。                 
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は
じ
め
に

　
平
成
十
六
年
、
阿
南
市
・
那
賀
川
町
・
羽

ノ
浦
町
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、
一
市
二
町

の
合
併
協
議
が
進
む
中
、
平
成
十
六
年
度
徳

島
県
市
町
村
職
員
派
遣
研
修
生
と
し
て
、
徳

島
県
県
民
環
境
部
地
域
振
興
局
（
現

：

政
策

創
造
部
地
方
創
生
局
）
へ
派
遣
さ
れ
る
と
い

う
内
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
時
、
旧
那
賀
川
町
で
は
、
毎
年
、
研
修

生
を
派
遣
し
て
お
り
、
先
輩
方
の
多
く
も
市

町
村
課
財
政
担
当
や
税
政
担
当
な
ど
で
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
そ
の
知
識
を
活
か
し
町

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
な
ん
と

な
く
理
解
し
て
い
ま
し
た
。

　
内
示
は
い
た
だ
い
た
も
の
の
、
よ
く
よ
く

考
え
て
い
る
内
に
、
私
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア

で
県
職
員
の
皆
様
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

一
年
間
務
ま
る
の
か
、
日
を
重
ね
る
ご
と
に

不
安
が
増
し
て
い
く
の
が
わ
か
り
ま
し
た
が
、

月
日
は
留
ま
る
こ
と
は
な
く
、
辞
令
交
付
式

の
平
成
十
六
年
四
月
一
日
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
、
私
の
徳
島
県
庁
で
の
一
年
が
始
ま
り

ま
し
た
。（
以
下
、
文
章
は
十
四
年
前
の
事

柄
な
の
で
記
憶
が
曖
昧
で
す
。）

前
期
研
修

　
初
日
の
四
月
一
日
は
、
他
市
町
村
か
ら
の

研
修
生
と
初
顔
合
わ
せ
し
、
辞
令
交
付
式
が

行
わ
れ
、
併
任
徳
島
県
事
務
吏
員
の
辞
令
を

い
た
だ
き
、
前
期
は
県
民
環
境
部
地
域
振
興

局
市
町
村
課
選
挙
担
当
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　
旧
那
賀
川
町
か
ら
派
遣
さ
れ
た
先
輩
方
は
、

大
抵
、
財
政
担
当
か
税
政
担
当
で
あ
っ
た
よ

う
に
記
憶
し
て
い
た
私
は
、
な
ぜ
、
選
挙
担

当
に
配
属
さ
れ
た
の
か
と
疑
問
に
思
い
な
が

ら
も
拝
命
し
た
以
上
、
微
力
で
も
貢
献
で
き

る
よ
う
、
県
の
事
務
決
裁
処
理
の
流
れ
を
早

く
覚
え
る
と
同
時
に
公
職
選
挙
法
な
ど
の
関

連
法
規
や
逐
条
解
説
な
ど
を
読
み
解
き
な
が

ら
電
話
対
応
な
ど
を
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
当
時
の
選
挙
担
当
の
体
制
は
林
係
長
を
中

心
に
、
平
成
十
六
年
七
月
十
一
日
執
行
の
第

二
十
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
向
け
た
準

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
へ
私
が
飛

び
込
む
よ
う
な
形
で
し
た
が
、
年
齢
の
近
い

上
野
事
務
主
任
や
林
主
事
に
い
ろ
い
ろ
と
教

わ
り
な
が
ら
苦
し
い
な
が
ら
も
楽
し
く
業
務

を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
こ
の

二
人
と
後
期
研
修
で
お
世
話
に
な
っ
た
板
東

主
事
、
彼
ら
が
南
部
総
合
県
民
局
に
在
籍
し

て
い
た
時
に
は
、
私
が
財
政
係
長
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。）

　
知
識
も
あ
ま
り
な
い
ま
ま
臨
ん
だ
、
立
候

補
予
定
者
説
明
会
で
の
各
陣
営
に
対
す
る
説

明
や
選
挙
公
営
の
準
備
、
印
刷
物
の
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
毎
日
、
深
夜
・
未
明
に
帰
宅
し
た
こ

と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
日
々
の
業
務
の
中
で
、
目
か
ら

う
ろ
こ
で
あ
っ
た
の
が
、
読
み
合
わ
せ
作
業

の
仕
方
で
突
合
読
み
上
げ
時
に
「
規
程
＝
き

ほ
ど
」、「
規
定
＝
き
さ
だ
」、
そ
の
他
、
同

音
の
漢
字
を
英
語
で
読
む
な
ど
、
最
初
は
何

を
言
っ
て
い
る
の
か
と
不
思
議
に
感
じ
ま
し

た
が
、
そ
の
方
法
が
正
確
で
一
言
一
句
間
違

え
て
は
な
ら
な
い
場
合
に
採
る
方
法
だ
と
学

び
、
今
で
も
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
選
挙
担
当
当
時
の
大
き
な
思
い
出
は
、
二

つ
あ
り
、
一
つ
目
は
前
述
し
た
選
挙
の
執
行

期
日
の
開
票
事
務
で
国
へ
の
開
票
状
況
の
報

告
な
ど
で
未
明
ま
で
作
業
が
続
き
、
そ
の
日

は
、
十
一
階
講
堂
の
フ
ロ
ア
に
直
接
横
に

な
り
寝
た
こ
と
。
二
つ
目
は
、
盛
夏
、『
明

る
い
選
挙
連
（
め
い
す
い
連
）』
を
編
成
し
、

阿
波
踊
り
に
参
加
し
（
若
さ
を
爆
発
？
〈
当

時
三
十
二
歳
〉）、
常
時
啓
発
を
行
っ
た
こ
と

が
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

後
期
研
修

　
後
期
は
、
市
町
村
課
財
政
担
当
へ
配
属
が

変
わ
り
、
松
永
係
長
、
阿
部
事
務
主
任
、
板

東
主
事
に
私
を
含
め
三
人
の
研
修
生
と
と
も

に
当
初
予
算
協
議
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
市
町
村
か

回
　

想

　
～
市
町
村
課
で
の
一
年
～

　
　
阿
南
市
総
務
部
税
務
課
課
長
補
佐

石
　
山
　
博
　
章

立候補予定者説明会 固定資産税係との打ち合わせ
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ら
の
財
務
に
関
す
る
質
問
応
答
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
予
算
や
地
方

交
付
税
制
度
に
つ
い
て
、
知
識
が
あ
っ
た
の

で
前
期
の
選
挙
担
当
ほ
ど
苦
労
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
各
市
町
村
か
ら
提
出
さ
れ
た
各

種
報
告
の
と
り
ま
と
め
（
当
時
五
十
市
町
村

分
）
に
苦
慮
し
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い

ま
す
。

　
与
え
ら
れ
た
業
務
に
加
え
、
阿
部
事
務
主

任
の
補
助
と
し
て
特
別
交
付
税
の
基
礎
数
値

の
と
り
ま
と
め
を
行
う
中
で
、
各
団
体
の
財

政
に
お
け
る
特
殊
事
情
等
を
知
る
こ
と
が
で

き
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
秋
か
ら
順
次
行
っ
た
交
付
税
検
査
で
は
、

こ
れ
ま
で
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
の
な
い
市

町
村
へ
も
訪
れ
、
西
は
現
在
の
東
み
よ
し
町
、

南
は
現
在
の
美
波
町
へ
と
出
向
き
、
道
路
橋

り
ょ
う
費
の
算
定
を
中
心
に
検
査
を
行
い
ま

し
た
。
市
町
村
で
は
二
年
ご
と
あ
る
い
は
三

年
ご
と
に
検
査
を
受
け
る
の
で
す
が
、
立
場

変
わ
れ
ば
毎
年
、
多
く
の
団
体
の
検
査
を
行

う
必
要
が
あ
る
の
で
市
町
村
課
財
政
担
当
及

び
税
政
担
当
の
皆
様
の
ご
苦
労
を
目
の
当
た

り
に
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
後
期
研
修
も
後
半
に
な
る
頃
、
国

の
地
方
財
政
対
策
の
説
明
会
な
ど
の
た
め
上

京
し
、
入
手
し
た
資
料
を
課
へ
送
信
し
、
帰

庁
後
、
テ
ー
プ
起
こ
し
を
し
て
概
要
や
ポ
イ

ン
ト
を
ま
と
め
ま
し
た
。
市
町
村
向
け
説
明

会
ま
で
の
期
間
が
非
常
に
タ
イ
ト
で
あ
っ
た

よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
当
時
は
国
か
ら

市
町
村
へ
の
税
源
移
譲
、
い
わ
ゆ
る
三
位
一

体
の
改
革
が
推
進
さ
れ
三
兆
円
規
模
の
税
源

が
移
譲
さ
れ
る
閣
議
決
定
が
さ
れ
た
年
で

あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
後
期
の
半
年
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
財
政

担
当
で
経
験
し
た
こ
と
は
、
後
に
財
政
係
長
、

財
政
課
課
長
補
佐
、
税
務
課
課
長
補
佐
を
拝

命
し
た
現
在
も
役
立
っ
て
お
り
大
変
感
謝
し

て
い
ま
す
。

阿
南
市
に
つ
い
て

　
阿
南
市
は
、
四
国
の
最
東
端
に
位
置
し
、

那
賀
川
水
系
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
沖
積
平
野

と
リ
ア
ス
式
海
岸
を
も
つ
臨
海
部
、
山
地
か

ら
な
る
豊
か
な
自
然
が
あ
ふ
れ
、
そ
れ
ら
と

調
和
し
た
産
業
都
市
と
し
て
発
展
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
、
市
内
に
本
社
を
置
く
化
学
会

社
が
製
造
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
事
業
を
「
光
の
ま
ち
阿
南
」、
野
球
に

よ
る
活
性
化
を
図
る
た
め
「
野
球
の
ま
ち
推

進
課
」
を
設
け
る
な
ど
、
岩
浅
市
長
を
先
頭

に
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
市
制
施
行

六
十
周
年
の
節
目
の
年
で
各
種
記
念
行
事
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
四
季
折
々
の
海
、
山
、
川
の
風
景
を
借
景

に
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
の
観
光
名
所
を

巡
っ
た
あ
と
、
か
も
だ
岬
温
泉
で
日
頃
の
疲

れ
を
取
り
に
是
非
、
阿
南
市
へ
お
越
し
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
今
年
の
三
月
ま
で
の
七
年
間
、
財
政
係
長
、

財
政
課
課
長
補
佐
を
経
て
、
四
月
か
ら
税
務

課
課
長
補
佐
を
拝
命
し
、
引
き
続
き
、
市
町

村
課
の
皆
様
と
関
係
の
あ
る
部
署
に
異
動
い

た
し
ま
し
た
。

　
先
日
、「
阿
波
の
自
治
」
原
稿
依
頼
を
頂

戴
し
、
快
く
引
き
受
け
た
も
の
の
、
さ
す
が

に
十
四
年
の
月
日
は
長
く
、
当
時
の
記
憶
も

大
半
が
薄
れ
、な
か
な
か
、筆
が
進
ま
な
か
っ

た
の
が
事
実
で
す
。

　
し
か
し
、
不
思
議
な
も
の
で
筆
を
進
め
る

ご
と
に
当
時
の
記
憶
が
蘇
り
、
な
ん
と
か
筆

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
も
今
年
で
四
十
八
歳
、
い
わ
ゆ
る
ア
ラ

フ
ィ
フ
と
呼
ば
れ
る
年
齢
と
な
り
、
老
眼
が

進
み
、
腰
痛
や
膝
の
痛
み
な
ど
も
出
て
き
ま

し
た
。
多
忙
を
極
め
る
地
方
創
生
局
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
お
身
体
の
ケ
ア
を
お

忘
れ
に
な
ら
ず
、
今
後
と
も
私
ど
も
市
町
村

に
対
す
る
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
研
修
当
時
お
世
話
に
な
っ
た
県
職

員
の
皆
様
及
び
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
紙
面

を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
同
期
研
修
生
の
皆
さ
ん
、
お
元
気
で
お
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
私
は
八
年
越
し
に
財
政
課
を
離
れ
、
わ
ず

か
な
が
ら
時
間
に
余
裕
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
度
み
ん
な
で
会
い
た
い
も
の
で

す
。

明るい選挙連（めいすい連）
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は
じ
め
に

　
私
が
、
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
企
画
振

興
部
に
し
阿
波
振
興
担
当
で
研
修
生
と
し
て

お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
二
十
二
年
度

で
、
は
や
七
年
経
ち
ま
し
た
。
当
時
、
旧
三

野
町
の
職
員
と
な
っ
て
か
ら
、
市
町
村
合
併

を
経
て
、
勤
務
年
数
十
八
年
を
超
え
、
年
齢

も
四
十
歳
を
過
ぎ
て
い
た
た
め
、
と
て
も
不

安
で
し
た
。

前
期
研
修

　
ま
ず
は
、
前
任
者
か
ら
引
き
継
い
だ
前
年

度
の
西
部
二
市
二
町
へ
の
合
併
特
別
交
付
金

の
交
付
事
務
等
の
残
務
処
理
で
し
た
。

　
四
月
中
旬
か
ら
七
月
下
旬
に
か
け
て
は
、

給
与
実
態
調
査
、
定
員
管
理
に
関
す
る
調
査
、

起
債
計
画
書
、
公
営
企
業
と
普
通
会
計
の
決

算
統
計
、
財
政
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金
不

足
比
率
等
、
西
部
二
市
二
町
の
検
収
業
務
を

し
て
い
ま
し
た
。
公
営
企
業
の
決
算
統
計
に

つ
い
て
は
、
病
院
で
の
実
務
経
験
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
他
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
県

民
局
や
市
町
村
課
の
方
に
い
ろ
い
ろ
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
き
処
理
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　
当
時
、
観
光
圏
法
に
基
づ
き
、
平
成
二
十

年
十
月
一
日
国
土
交
通
大
臣
か
ら
観
光
圏
認

定
を
受
け
た
徳
島
県
二
市
二
町
（
美
馬
市
・

三
好
市
・
つ
る
ぎ
町
・
東
み
よ
し
町
）
を
エ

リ
ア
と
す
る
「
に
し
阿
波
観
光
圏
」
の
事
務

局
を
西
部
総
合
県
民
局
企
画
振
興
部
が
担
当

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
観
光

地
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、
平

成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
は
、
新
観
光
圏

制
度
に
よ
る
「
に
し
阿
波
～
剣
山
・
吉
野

川
観
光
圏
」
が
認
定
さ
れ
、「
住
ん
で
よ
し
、

訪
れ
て
よ
し
」
の
観
光
づ
く
り
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
に
し
阿
波
振
興
担
当
で
は
、「
に
し
阿
波

お
勧
め
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
百
選
」
事
業
を
実

施
し
て
い
て
、
一
般
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
写

真
を
基
に
、
現
地
確
認
調
査
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
美
馬
市
は
、
脇

町
う
だ
つ
の
町
並
み
、
穴
吹
川
、
郡
里
廃
寺

等
、
三
好
市
は
、
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
、
落
合

集
落
展
望
所
、
黒
沢
湿
原
、
下
影
の
棚
田
、

大
歩
危
小
歩
危
、
健
康
と
ふ
れ
あ
い
の
森
等
、

つ
る
ぎ
町
は
、
土
釜
、
旧
永
井
家
庄
屋
屋
敷
、

於
安
パ
ー
ク
等
、
東
み
よ
し
町
は
、
法
市
農

村
舞
台
、
吉
野
川
オ
ア
シ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
、
加
茂
の
大
ク
ス
等
、
た
く
さ
ん
の

絶
景
ポ
イ
ン
ト
め
ぐ
り
を
し
ま
し
た
。

　
観
光
事
業
者
等
と
地
域
の
特
産
品
生
産
者

や
商
工
業
者
等
に
よ
る
「
に
し
阿
波
土
産
品

マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会
」
の
お
手
伝
い
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
に
し
阿
波
特
産
品
の
多
さ
に

驚
き
を
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
二
市
二
町
の
辺
地
計
画
変
更
の

事
前
協
議
、
平
成
二
十
三
～
二
十
七
年
度
の

過
疎
計
画
の
協
議
関
係
の
業
務
を
担
当
し
ま

し
た
。後

期
研
修

　
後
期
は
、
美
馬
市
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た

方
と
交
代
で
、
政
策
企
画
関
係
の
業
務
と
な

り
ま
し
た
。

　
西
部
総
合
県
民
局
で
は
、週
一
回
局
議（
県

民
局
長
以
下
部
長
級
の
会
議
）
が
開
催
さ
れ
、

県
西
部
の
課
題
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
私
の
業
務
は
、
局
議
担
当
の
方

の
指
示
を
受
け
、
資
料
の
整
理
と
、
パ
ソ
コ

ン
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
用
デ
ー
タ
取
り
込

み
、
会
議
室
設
営
、
会
議
終
了
後
の
会
議
録

作
成
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
民
局
発
足
後
策
定
さ
れ
た
西
部

圏
域
振
興
計
画
の
、
第
二
次
版
策
定
を
手
伝

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
期
の
研
修
で
は
、
県
民
局
の
組
織
構
成

や
動
き
に
つ
い
て
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
　
三
好
市
立
三
野
病
院
主
任
主
査

岡
　
本
　
　
　
孝

研
修
か
ら
得
た
も
の
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研
修
を
終
え
て

　
研
修
を
終
え
て
得
た
も
の
と
し
て
、
ま
ず
、

県
の
多
く
の
方
々
と
知
り
合
い
に
な
れ
た
こ

と
、
全
国
に
自
慢
で
き
る
県
西
部
の
地
域
資

源
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
当
時
面
倒
を

見
て
く
だ
さ
っ
た
西
部
総
合
県
民
局
の
み
な

さ
ん
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
い
つ
か
お
世
話
に
な
る
時
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。市

立
三
野
病
院
に
つ
い
て

　
現
在
配
属
さ
れ
て
い
る
三
好
市
立
三
野
病

院
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
明
治
三
十
年
に
「
三
野
村
伝
染
病
院
」
と

し
て
新
設
さ
れ
、昭
和
二
十
四
年
九
月
に「
町

立
三
野
病
院
」（
病
床
数
一
般
三
十
床
、
結

核
二
十
三
床
）
と
し
て
開
設
、
昭
和
四
十
三

年
四
月
に
地
方
公
営
企
業
法
財
務
規
定
適
用
、

数
度
の
病
床
数
変
更
を
経
て
、
昭
和
五
十
九

年
九
月
に
は
七
十
五
床
（
一
般
六
十
五
床
と

結
核
十
床
）
と
な
り
ま
し
た
。
診
療
科
は
現

在
、
内
科
、
外
科
、
整
形
外
科
を
標
榜
し
て

い
ま
す
。
平
成
十
八
年
三
月
の
町
村
合
併
に

よ
り
、「
三
好
市
国
民
健
康
保
険
市
立
三
野

病
院
」
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
八
年

十
二
月
か
ら
新
診
療
棟
で
の
診
療
を
開
始

し
、
十
九
年
六
月
よ
り
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
外

来
、
十
九
年
七
月
よ
り
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
開
始
し
ま
し
た
。
十
九
年
九
月
に
は
、

日
本
リ
ウ
マ
チ
学
会
教
育
施
設
の
認
定
を
受

け
、
徳
島
県
の
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
医
療
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
平
成
二

十
年
十
月
に
は
、「
徳
島
県
西
部
保
険
医
療

圏
に
お
け
る
適
正
な
医
療
を
確
保
す
る
た
め

の
協
定
」
を
当
院
と
県
立
三
好
病
院
、
つ
る

ぎ
町
立
半
田
病
院
の
公
立
三
病
院
と
の
間
で

締
結
し
、
医
師
の
相
互
派
遣
等
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
十
二
月
に
は
、
入

院
棟
が
完
成
し
、
病
床
数
を
六
十
床
（
一
般

病
床
の
み
）
に
変
更
し
ま
し
た
。
平
成
二
十

五
年
九
月
に
災
害
支
援
病
院
に
、
十
二
月
に

日
本
呼
吸
器
学
会
関
連
施
設
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
二
十
六
年
七
月
か
ら
、
病
床
六

十
床
の
う
ち
三
十
床
を
地
域
包
括
ケ
ア
病
床

と
し
て
、
診
療
を
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十

九
年
二
月
に
は
、
徳
島
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派

遣
チ
ー
ム
）
と
し
て
徳
島
県
と
協
定
を
結
び

ま
し
た
。
本
年
四
月
よ
り
、
リ
ウ
マ
チ
・
膠

原
病
診
療
医
育
成
の
拠
点
と
し
て
、
三

※

群
病

院
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
年
度
に
策
定
し
た
「
市
立
三

野
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」（
平
成
二
十
八
～
三

十
二
年
度
版
）
の
経
営
の
効
率
化
と
、
県
西

部
圏
域
の
医
療
需
要
と
地
域
医
療
構
想
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
医
療
体
制
の
強
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※
三
群
病
院
と
は
、一
群
（
大
学
病
院
本
院
）

と
二
群
（
一
群
に
準
じ
る
病
院
）
以
外
の

病
院
で
、
効
率
性
や
複
雑
性
が
高
い
専
門

病
院
ま
た
は
中
程
度
の
地
域
中
核
病
院
等

で
あ
る
。
徳
島
大
学
医
学
部
医
学
科
推
薦

入
試
の
「
地
域
枠
」
入
学
後
の
徳
島
県
医

師
修
学
資
金
貸
与
事
業
の
修
学
資
金
返
還

免
除
要
件
と
し
て
、
徳
島
県
内
の
三
群
公

的
医
療
機
関
等
に
お
い
て
一
定
期
間
の
業

務
従
事
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
。
市
立
三

野
病
院
も
徳
島
大
学
の
卒
後
臨
床
研
修
協

力
医
療
機
関
と
し
て
、
内
科
、
総
合
診
療

の
受
け
入
れ
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

最
後
に

　
今
回
、
研
修
当
時
を
振
り
返
る
と
、
と
て

も
よ
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
い

ま
す
。
当
時
、
お
世
話
に
な
っ
た
す
べ
て
の

方
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
今
後
の
仕
事
に
活
か

し
て
ま
い
り
ま
す
。

市立三野病院全景

リハビリ室



2018.12 AWA no JICHI No.93　26

は
じ
め
に

　
平
成
三
十
年
七
月
の
中
旬
に
全
国
市
町
村

国
際
文
化
研
修
所
と
地
方
公
共
団
体
金
融
機

構
が
共
催
す
る
「
自
治
体
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
基

礎
講
座
」
に
参
加
し
た
。
自
分
が
こ
の
研
修

に
応
募
し
よ
う
と
判
断
し
た
理
由
は
、
ち
ょ

う
ど
係
長
に
昇
格
し
た
転
機
が
あ
り
、
日
頃

の
会
計
事
務
の
中
で
起
き
て
い
る
課
題
に
つ

い
て
探
求
し
、
資
金
繰
り
な
ど
の
徳
島
市
が

抱
え
る
課
題
事
項
を
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
、
同
じ
テ
ー
マ
を
持
つ
た
く
さ
ん
の
地
方

自
治
体
の
メ
ン
バ
ー
と
意
見
を
出
し
合
い
、

関
係
を
持
つ
こ
と
も
自
己
鍛
錬
の
上
で
重
要

で
あ
る
と
期
待
し
て
い
た
。

　
自
治
体
と
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
の
間
に
ど
う

い
っ
た
接
点
が
あ
る
の
か
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き

に
く
い
方
も
い
る
と
思
う
。
微
力
な
が
ら
説

明
す
る
と
、
行
政
を
運
営
す
る
た
め
の
資
金

繰
り
は
、
民
間
企
業
と
同
じ
思
考
で
あ
る
と

い
え
る
。
財
政
・
会
計
部
門
は
請
求
に
対
し

て
支
払
う
こ
と
が
で
き
一
日
で
も
資
金
が
不

足
し
な
い
よ
う
に
資
金
を
準
備
す
る
責
任
が

あ
る
。
具
体
的
に
は
財
政
運
営
上
資
金
不
足

が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
金
融
機
関
等
か

ら
お
金
を
借
入
も
し
く
は
債
券
を
発
行
（
調

達
）
す
る
。
逆
に
余
剰
資
金
が
当
面
続
く
場

合
は
、
定
期
預
金
へ
の
預
金
や
国
債
等
の
債

券
の
購
入
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も

利
鞘
を
稼
ぐ
（
運
用
）
こ
と
も
で
き
る
。（
逆

に
金
融
機
関
は
こ
の
立
場
が
反
転
し
、
貸
出

借
入
の
金
利
差
が
収
益
の
柱
と
な
っ
て
い

る
。）

　
自
治
体
の
資
本
そ
の
も
の
を
一
つ
の
地
域

資
源
と
し
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
限
ら
れ
た
資

源
が
持
つ
価
値
を
活
用
し
、
最
も
確
実
か
つ

有
利
な
方
法
を
見
極
め
、
財
政
の
継
続
性
を

高
め
る
こ
と
に
課
題
が
還
元
さ
れ
る
と
言
え

る
。
刻
一
刻
と
変
化
す
る
金
融
市
場
が
グ

ロ
ー
バ
ル
化
・
Ｉ
Ｔ
化
さ
れ
る
こ
と
に
従
い
、

そ
の
調
達
・
運
用
の
考
え
方
も
複
雑
化
し
て

い
る
。
つ
ま
り
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
は
、
社
会

情
勢
等
を
深
く
認
識
し
、
こ
の
地
域
資
源
そ

の
も
の
の
も
つ
金
融
的
価
値
を
醸
造
す
る
こ

と
を
対
象
と
し
て
い
る
。

研
修
内
容

  

研
修
を
受
講
す
る
に
あ
た
り
、
事
前
に
次

の
宿
題
が
提
示
さ
れ
た
。
ひ
と
つ
は
地
方
公

共
団
体
金
融
機
構
が
作
成
し
た
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
教
材
の
自
習
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
自
分
の

自
治
体
が
抱
え
る
問
題
点
の
抽
出
で
あ
っ

た
。
私
は
今
後
の
徳
島
市
の
財
政
状
況
を
見

据
え
、
歳
出
増
大
に
起
因
し
た
資
金
繰
り
の

悪
化
に
よ
る
資
金
運
用
の
見
直
し
を
念
頭
に

お
き
「
資
金
運
用
・
一
時
借
入
金
繰
替
運
用
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
。

　
研
修
は
滋
賀
県
大
津
市
の
全
国
市
町
村
国

際
文
化
研
修
所
で
四
日
間
実
施
さ
れ
た
。
全

国
か
ら
三
十
六
人
が
出
席
し
た
。
全
体
の
構

成
と
し
て
、
県
・
市
町
村
・
広
域
連
合
及
び

地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
の
新
任
職
員
と

い
っ
た
多
様
な
組
織
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

「
自
治
体
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

　
基
礎
講
座
」を
受
講
し
て

　
　
徳
島
市
会
計
課
係
長

佐
々
木
　
久
　
典
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所
属
も
財
政
部
門
・
会
計
部
門
・
議
員
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
ん
で
き
た
人
ば
か
り

で
あ
っ
た
。

　
研
修
は
大
き
く
資
金
調
達
と
資
金
運
用
を

主
題
と
し
て
置
き
、
知
識
及
び
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
を
学
習
す
る
こ
と
を
目
標
に
講
義
が
進

行
さ
れ
た
。
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
自
習
内
容
を

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、
金
融
用
語
の
解
説
、

借
入
預
入
に
お
け
る
金
利
の
知
識
、民
間（
金

融
機
関
等
）
の
考
え
方
と
交
渉
方
法
、
金
融

庁
や
学
術
的
な
統
計
資
料
の
紹
介
を
通
じ
た

世
の
中
の
動
向
な
ど
、
濃
密
な
講
義
内
容
で

あ
っ
た
。

　
途
中
、
先
行
自
治
体
の
職
員
を
招
聘
し
実

践
的
な
対
応
事
例
に
つ
い
て
解
説
を
受
け
た
。

資
金
調
達
に
つ
い
て
は
広
島
県
尾
道
市
及
び

鹿
児
島
県
出
水
市
の
財
政
部
門
の
担
当
の
方

が
、
資
金
運
用
に
つ
い
て
は
岩
手
水
道
事
業

団
及
び
国
東
市
の
会
計
部
門
担
当
の
方
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
貴
重
な
レ
ジ
メ
と
丁
寧
な
説
明
が

あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
自
治
体
の
方
々
も
、
自

分
の
自
治
体
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
培
っ
て
お
り
、

効
率
よ
く
資
金
を
調
達
・
運
用
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
資
金
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
う
え
で
組
織
と
し
て
の
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
り
、
か
つ
、
庁
内
の
職
員
間

の
意
思
統
一
が
円
滑
に
図
ら
れ
て
い
る
印
象

を
受
け
た
。
彼
ら
は
金
融
の
プ
ロ
で
な
く
、

経
済
事
情
に
精
通
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

し
か
し
組
織
内
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最
大

限
に
あ
げ
る
こ
と
で
少
な
い
職
員
数
で
そ
の

人
数
以
上
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は

大
き
な
発
見
で
あ
り
今
後
も
っ
と
も
学
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
要
素
の
一
つ
だ
と
認
識
し

て
い
る
。

　
グ
ル
ー
プ
別
演
習
で
は
、
六
人
ず
つ
の
六

つ
の
班
に
分
か
れ
て
討
議
を
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
私
が
所
属
し
た
グ
ル
ー
プ
は
熊
本

県
・
鹿
児
島
市
・
豊
田
市
・
高
松
市
・
鳥
取

広
域
連
合
の
会
計
部
門
の
方
た
ち
で
、
い
ず

れ
も
徳
島
市
同
様
に
資
金
繰
り
に
つ
い
て
共

通
す
る
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
参
加
の
動
機

と
し
て
資
金
運
用
の
効
率
的
な
運
用
や
知
識

の
習
得
、
あ
る
い
は
情
報
交
換
を
目
標
と
し

て
い
た
。
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
は
資
金
運

用
に
焦
点
を
当
て
、
特
に
「
債
券
運
用
の
考

え
方
」「
運
用
方
法
の
妥
当
性
と
リ
ス
ク
対

策
」
を
中
心
に
議
論
を
重
ね
た
。
そ
の
議
論

の
結
果
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
前
例
踏
襲
型

の
運
用
方
法
で
は
職
員
の
理
解
が
進
ま
な
い

こ
と
や
運
用
方
針
そ
の
も
の
が
金
融
情
勢
と

整
合
し
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
た
。
つ
ま
り
現
状
の
リ
ス
ク
を
把
握
し
、

常
に
最
新
の
情
報
を
習
得
の
上
で
、
期
間
や

時
期
を
よ
く
検
討
し
て
金
融
機
関
と
取
引
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
次
に
、
組

織
の
中
で
財
政
や
資
金
繰
り
に
対
す
る
職
員

の
意
識
を
高
め
、
い
か
に
理
解
し
て
も
ら
う

か
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
提
起
さ
れ

た
。

　
ま
た
、
研
修
中
の
合
間
に
講
師
と
の
Ｑ
＆

Ａ
に
よ
る
や
り
取
り
の
中
で
、
資
金
調
達
と

資
金
運
用
の
方
向
性
と
は
、「
表
裏
一
体
の

関
係
」
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
つ
ま
り
効

率
的
な
運
用
と
は
、
全
体
の
資
金
の
収
支
を

一
元
的
に
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
支
払
利

息
と
運
用
収
益
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し
、

「
資
金
ト
ー
タ
ル
で
、
最
も
確
実
か
つ
有
利

な
運
用
」
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

学
ん
だ
。

ま
と
め

　
講
義
の
中
で
身
に
し
み
て
感
じ
た
こ
と
が

あ
る
。
社
会
的
な
要
請
と
し
て
、
自
治
体
は

今
後
ま
す
ま
す
住
民
へ
の
情
報
公
開
や
説
明

責
任
を
果
た
し
、
よ
り
透
明
性
を
持
っ
て
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
自
治
体
の
資
本
は
規
模
と
し
て
そ
の
地

域
に
あ
る
民
間
企
業
と
比
較
し
て
も
か
な
り

巨
大
な
資
金
を
扱
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た

組
織
で
あ
れ
ば
自
己
の
資
金
管
理
を
深
く
洞

察
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
研
修
で
学
ん
だ

こ
と
は
無
論
、
基
本
的
な
経
済
情
勢
は
把
握

し
た
う
え
で
、
市
民
か
ら
の
問
い
か
け
が
あ

れ
ば
い
つ
で
も
説
明
で
き
る
体
制
な
り
資
料

を
準
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

う
い
っ
た
視
点
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感

し
た
。

　
最
後
に
、
研
修
全
体
を
通
じ
て
、
知
識
の

習
得
は
も
と
よ
り
、
全
国
か
ら
参
加
さ
れ
た

い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
と
議
論
す
る
こ
と
が

で
き
て
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
。
こ
の
貴
重
な
体
験
を
今
後
の
公

務
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
価
値
の
あ
る
研
修

で
あ
っ
た
と
思
う
。
最
後
に
、
研
修
に
送
り

出
し
て
頂
い
た
会
計
課
の
皆
様
に
は
こ
の
場

を
借
り
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。



2018.12 AWA no JICHI No.93　28

　ＪＲ鳴門駅は、通勤、通学や観光などで年間約50

万人の方が利用しており、駅前ロータリーの路線バス

等を加えるとその利用者数は約60万人に上り、名実

ともに「まちの顔」として、多くの市民や観光客に利

用されてきました。

　しかしながら、昭和45年に整備されて以降大規模

な改修がされておらず、社会情勢の変化や老朽化に伴

い、安全性、利便性、景観等に多くの課題が発生して

いました。

　そこで、鳴門市では、国の交付金を活用して、バリ

アフリー化や利便性・機能面の向上、景観改善やイメー

ジアップのための周辺整備を平成27年度から平成30

年度にかけて実施し、一部を除き平成30年７月に供

用を開始しました。

　主な整備内容は、①歩道橋のバリアフリー化、②駐

輪場の整備、③バス停の改修、休憩所の設置、④花壇、

ガラスモニュメントの設置、⑤観光案内所の設置、⑥

足湯の設置の６つとなっています。

　まず、１点目の歩道橋のバリアフリー化についてで

すが、従前は線路を跨ぐ歩道橋でしか駅を挟んだ東西

への移動ができず、高齢者や車椅子をご利用の方にご

不便をおかけしていました。これを解消するため、東

西を行き来できる歩行者・自転車用通路を新設し、歩

道橋を撤去しました。これにより、駅東側にあるバス

停を利用する観光客が、バスの待ち時間に駅西側にあ

る商業施設を利用するなど、バリアフリー化に加えて

利用者の利便性向上も図られました。

　２点目の駐輪場については、鳴門駅周辺の駐輪場が

駅西側にしかなく、駅東側で放置自転車が散見され、

歩行者の通行の妨げとなっていたほか、周辺の景観を

損ねる原因となっていました。そこで、歩行者・自転

車用通路と合わせて駐輪場を整備したほか、駅東側に

駐輪場を新設し、約250台が駐輪可能な駐輪場を整備

しました。現在では、自転車は駐輪場に整然と置かれ、

放置自転車は激減しました。今後、駅周辺を自転車放

置禁止区域に指定し、駅周辺の美観の維持と通行利便

性の確保を図る予定としています。

　３点目のバス停については、老朽化したバス停を改

修するとともに、外国人観光客に配慮した英語表記の

案内看板の設置、風雨をしのげる休憩所の新設などを

行いました。

　４点目として、駅前ロータリーに渦潮をモチーフに

した花壇を新設するとともに、平成29年度に実施し

たイルミネーションイベントで使用したガラスモニュ

メントのレプリカを設置し、昼夜を問わず訪れた方が

楽しめる景観を整備しました。

　５点目として、公共交通機関を利用して本市を訪れ

る観光客や、近年増加している外国人観光客の利便性

向上のため、外

国語対応が可能

な観光案内所を

設置しました。

施設内では、観

光案内のみにと

どまらず、物販

機能を設けたほか無料公衆Wi-Fi、クレーンゲーム、市内

の情報を発信するテレビモニターなどを設置し、訪れ

た方に憩いの場として親しまれています。

　最後に足湯の設置についてですが、駅を利用する観

光客や市民の皆様に憩いの場を提供することを目的に

整備したもので、公募により「駅前足湯ふろいで～」

と愛称を決定し

ました。源泉に

は天然温泉であ

る「 自 然 温 泉　

あらたえうずし

おの湯」を利用

しており、利用

料は無料、休館

日は毎週月曜日

（月曜日が祝日の場合は翌火曜日）と年末年始で、開

館時間は午前９時から午後５時までとなっています。

　観光客、バス利用者、ＪＲ利用者や健康づくりを目

的とした高齢者など幅広い層にご利用いただいており、

オープンした７月１日から11月30日までの５ヶ月間

で利用者は延べ7,400名となっています。

　また、徳島ヴォルティスの試合を観戦に訪れた方に

も足湯をご利用いただけるよう、ホームゲーム開催日

には足湯をヴォルティス仕様としています。

　鳴門市の顔として新しく生まれ変わったＪＲ鳴門駅

前にぜひお立ち寄りください。

　　　　　　　　　お問い合わせ

　　　　　　　　　　鳴門市企画総務部戦略企画課

　　　　　　　　　　TEL 088−684−1713

鳴門市 鳴門駅周辺整備事業

観光案内所

ロータリー全景

足湯
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上勝町 いろどり山を活用した産業振興事業

　上勝町は人口1,545人（2015年国勢調

査）の少子高齢化が進む四国で一番小

さな町ですが、この小さな町が全国か

ら注目されるきっかけとなったのが「い

ろどり」です。日本料理に添える葉っ

ぱをおばあちゃんたちがタブレット端

末を駆使しながら出荷して、年商２億

6000万円の産業に成長しました。そ

して、2020年までに焼却埋立てごみ

ゼロを目指すゼロ・ウェイスト施策に

も取り組み、持続可能な社会を目指す

町としても知られるようになりました。

　本町では、平成27年９月「上勝町地

域創生総合戦略」を策定し、様々な事

業に取り組んでいます。その一つに「彩

山（いろどりやま）を活用した産業振

興事業」があります。平成30年には

SDGs未来都市にも選定され、この事業

をとおしてSDGsに寄与できるよう取組を続けています。

　SDGsとは、2015年９月に国連で採択された、先進

国を含む2030年までの国際社会全体の開発目標です。

「誰一人取り残さない」社会の実現を目指し、 経済・

社会・環境をめぐる広範な課題に統合的に取り組むた

めの目標です。

　地域資源を活かした経済的自立と葉や花にとどまら

ず町全体が最も美しく持続する戦略として「いろどり

山」構想を掲げ、次世代の町の産業形成と担い手の育

成・定着を目指しています。

　上勝町の基幹産業は農業であり、その多くが彩農業

に従事していることから、次世代の担い手を確保育成

していくことが、基幹産業の農業の持続的な発展につ

ながると考えています。

　葉っぱビジネス（彩農業）の独自性は、木の葉っぱ

を収穫するという農業と林業のハイブリッド産業であ

り、かつＩＣＴを駆使した情報産業でもあります。こ

のため従来の個別の農業、林業の人材育成とは異なる

ノウハウが集積されています。

　この経験値を如何なく発揮し、主要産業である農林

業の付加価値と生産性の向上を図る「いろどり山構想」

を推進して、関連産業への従事者を増加させることを

目指します。さらには、耕作放棄地や荒廃した山林を

減少させ、それによって生まれる景観の美しさ、暮ら

しの楽しさに移住者やヘルスツーリズムなどによる観

光客などの流入人口の増加、彩関連ビジネスの創出を

図り、地域経済を活性化させたいと考えています。

　経済を軸にした彩エリア、社会を軸としたまちエリ

ア、環境を軸とした森エリア、どれか一つを軸とした

取組をすることで別の軸にも影響を及ぼす「相乗効果」

があり、彩山を活用した産業振興事業は「経済」、「社

会」、「環境」の３側面を統合した取組といえることか

ら、この事業をSDGsのモデルとして国内外に発信し

ていきたいと考えています。

　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ

　　　　　　　　　　　　　　上勝町企画環境課

　　　　　　　　　　　　　　TEL 0885−46−0111彩山にかかる「いろどり橋」渡橋式の様子
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は
じ
め
に

　
政
治
家
（
候
補
者
、
立
候
補
予
定
者
、
現
に
公
職
に

あ
る
者
）
と
有
権
者
と
の
つ
な
が
り
は
と
て
も
大
切
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
県
内
に
お
い
て
は
残
念
な
こ
と

に
金
銭
等
が
関
係
す
る
事
件
が
起
き
、
公
職
選
挙
法
違

反
に
つ
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
の

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
こ
で
今
一
度
、
寄
附
に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
。

　
寄
附
と
は
、
金
銭
、
物
品
な
ど
の
供
与
ま
た
は
そ
の

約
束
で
、
党
費
、
会
費
そ
の
他
債
務
の
履
行
と
し
て
な

さ
れ
る
も
の
以
外
の
も
の
を
い
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
寄
附
に
つ
い
て
、
公
職
選
挙
法
と
政
治

資
金
規
正
法
に
お
い
て
禁
止
等
を
加
え
て
い
ま
す
。
規

制
の
内
容
は
両
法
で
別
々
に
規
定
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

公
職
選
挙
法
の
寄
附

（
１
）　
候
補
者
等
の
寄
附
の
禁
止

　
候
補
者
ま
た
は
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
（
公
職

に
あ
る
者
を
含
む
。）（
以
下
「
候
補
者
等
」
と
い
い
ま

す
。）
や
候
補
者
等
が
役
職
員
等
を
務
め
る
会
社
そ
の

他
の
法
人
又
は
団
体
の
当
該
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対

す
る
寄
附
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
に
記
載
し
た
と
お
り

の
制
限
が
あ
り
、
違
反
し
た
場
合
は
原
則
と
し
て
罰
則

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

〔
当
該
選
挙
区
内
に
あ
る
者
〕

　
当
該
選
挙
区
内
に
あ
る
者
と
は
、
そ
の
者
が
選
挙
権
、

被
選
挙
権
を
有
す
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
候
補
者

等
の
選
挙
区
内
に
住
所
を
有
す
る
者
お
よ
び
滞
在
し
て

い
る
者
を
い
い
ま
す
。
個
人
だ
け
で
な
く
、
会
社
、
団

体
、
国
、
県
、
市
町
村
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

公職選挙法と政治資金規正法の
寄附の禁止等について

市町村課主事（行政担当・選挙管理委員会事務局主事併任）　西　川　光　利

政治家は選挙区内の人々に祝金や祝品、
あいさつ状などを出すことは禁止されています
（答礼のための自筆のものを除く）　
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（
２
）　
そ
の
他
選
挙
に
関
す
る
寄
附
が
禁
止

さ
れ
る
者

①
　
国
、
県
、
市
町
村
と
請
負
契
約
を
し
て

い
る
者
が
、
国
や
そ
の
県
お
よ
び
市
町
村

の
選
挙
に
関
し
て
寄
附
を
す
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
　
会
社
そ
の
他
の
法
人
が
融
資
を
受
け
て

い
る
場
合
に
、
そ
の
融
資
を
行
っ
て
い
る

者
が
国
、
県
、
市
町
村
か
ら
利
子
補
給
を

受
け
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
融
資
を
受
け

て
い
る
会
社
や
法
人
な
ど
が
国
や
そ
の
県

お
よ
び
市
町
村
の
選
挙
に
関
し
て
寄
附
を

す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
３
）　
候
補
者
等
を
名
義
人
と
す
る
寄
附
の

禁
止

　
候
補
者
等
の
寄
附
禁
止
の
趣
旨
を
徹
底
す

る
た
め
、
何
人
も
候
補
者
等
を
寄
附
の
名
義

人
と
し
て
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
寄

附
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
（
次
の
場
合
を

除
く
。）
こ
と
と
さ
れ
、
違
反
し
た
場
合
は

罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ア
　
候
補
者
等
の
親
族
（
６
親
等
内
の
血
族
、

配
偶
者
お
よ
び
３
親
等
内
の
姻
族
）
に
対

し
て
す
る
場
合

イ
　
候
補
者
等
が
行
う
政
治
教
育
集
会
（
参

加
者
に
対
し
て
供
応
接
待
が
行
わ
れ
る
も

の
、
選
挙
区
外
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
、

選
挙
ご
と
の
一
定
期
間
内
に
行
わ
れ
る
も

の
を
除
く
。）
に
関
す
る
必
要
や
む
を
得

な
い
実
費
の
補
償
（
食
事
、
食
事
料
を
除

公職の候補者等、後援団体等による寄附の制限について
寄附の主体 平常時 一定期間

公職の候補者等

選挙区内にある者に対し、どのような理由をもってするを
問わず寄附をしてはならない。

〔禁止の対象外〕
　１　政党その他の政治団体に対する寄附
　２　親族に対する寄附
　３　政治教育集会に関する必要やむを得ない実費の補償

（食事、食事料を除く）
（注）次のものは政治教育集会から除かれます。
　⑴　参加者に饗応接待が行われるもの
　⑵　選挙区外で行われるもの
　⑶　選挙ごとの一定期間内に行われるもの

左記の〔禁止の対象外〕のうち、３について
も禁止される。
また、左記のほか、その公職の候補者等に係
る後援団体に対する寄附は禁止される。（当
該後援団体が資金管理団体である場合を除
く。）

公職の候補者等が役職
員または構成員である
会社その他の法人また
は団体

選挙区内にある者に対し、どのような理由をもってするを
問わず、当該候補者等の氏名を表示し、またはこれらの者
の氏名が類推されるような方法で寄附をしてはならない。

〔禁止の対象外〕
　政党その他の政治団体またはその支部に対する寄附

同左

公職の候補者等の氏名
が表示され、またはそ
の氏名が類推されるよ
うな名称が表示されて
いる会社その他の法人
または団体

当該選挙に関し、選挙区内にある者に対し、どのような理
由をもってするを問わず寄附をしてはならない。

〔禁止の対象外〕
　１　政党その他の政治団体またはその支部に対する寄附
　２　当該公職の候補者に対する寄附

同左

後援団体

選挙区内にある者に対し、どのような理由をもってするを
問わず寄附をしてはならない。

〔禁止の対象外〕
　１　政党その他の政治団体またはその支部に対する寄附
　２　当該後援団体が推薦または支持する公職の候補者等

に対する寄附
　３　当該後援団体の設立目的により行う行事または事業

に関してなされる寄附（花輪、供花、香典、祝儀その
他これらに類するものとしてなされる寄附を除く。）

左記の〔禁止の対象外〕のうち、３について
も禁止される。

上記を含むすべての者

後援団体の総会その他の集会、後援団体が行
う見学、旅行その他の行事において、当該選
挙区内にある者に対する供応接待（通常用い
られる程度の食事の提供を除く。）、金銭、記
念品その他の物品の供与は禁止される。

上表の「一定期間」は次のとおりです。

一定期間の目安
選挙の種類 一定の期間

衆議院議員総選挙
任期満了の日前 90 日に当たる総選挙の期日まで衆議院の解散の日の翌日から総選
挙の期日まで

参議院議員通常選挙 任期満了の日前 90 日に当たる日から通常選挙の期日まで

地方公共団体の議会の議員および長の選挙
（任期満了によるもの）

任期満了の日前 90 日に当たる日から選挙の期日まで
統一地方選挙の場合
選挙期日前 90 日に当たる日から選挙の期日まで
地方公共団体の長および議員の任期満了日が 90 日以内の場合で、これらの選挙日
を同時に行うこととしてその旨を告示した場合は、任期満了の日前 90 日に当たる
とその告示の日のいずれか早い日から選挙の期日まで

地方公共団体の議会の議員および長の選挙
（任期満了によらないもの）

選挙を同時に行うべき事由が生じた旨の選管の告示があった日の翌日から選挙の
期日まで

衆・参議院の議員、地方公共団体の議会の議
員および長の再選挙または補欠選挙

選挙を同時に行うべき事由が生じた旨の選管の告示があった日の翌日から選挙の
期日まで
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く
。）
と
し
て
す
る
場
合

　
し
た
が
っ
て
、
候
補
者
等
の
親
族
や
友
人
が
、
候
補

者
等
を
名
義
人
と
す
る
寄
附
を
選
挙
区
内
の
者
に
対
し

て
す
る
こ
と
は
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

（
４
）　
寄
附
の
勧
誘
・
要
求
の
禁
止

　
何
人
も
、
候
補
者
等
に
対
し
て
、
選
挙
区
内
に
あ
る

者
に
対
す
る
寄
附
を
勧
誘
し
、
ま
た
は
要
求
す
る
こ
と

は
で
き
な
い(

次
の
場
合
を
除
く
。)

こ
と
と
さ
れ
、
威

迫
し
て
、
ま
た
は
候
補
者
の
当
選
や
被
選
挙
権
を
失
わ

せ
る
目
的
で
こ
れ
ら
の
行
為
を
行
う
と
罰
則
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
威
迫
と
は
人
に
不
安
の
念
を

抱
か
せ
る
に
足
り
る
行
為
を
い
い
ま
す
。

ア
　
候
補
者
等
の
親
族
（
６
親
等
内
の
血
族
、
配
偶
者

お
よ
び
３
親
等
内
の
姻
族
）
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘

ま
た
は
要
求
を
す
る
場
合

イ
　
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘

ま
た
は
要
求
を
す
る
場
合

ウ
　
候
補
者
が
行
う
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
必
要
や

む
を
得
な
い
実
費
の
補
償（
食
事
、食
事
料
を
除
く
。）

と
し
て
す
る
寄
附
の
勧
誘
ま
た
は
要
求
を
す
る
場
合

政
治
資
金
規
正
法
の
寄
附　

（
１
）　
企
業
・
労
働
組
合
等
の
団
体
の
寄
附
の
制
限

　
　（
法
第
二
一
）

①
　
企
業
・
労
働
組
合
等
の
団
体
が
、
次
の
者
以
外
の

者
に
対
し
て
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
を
す
る
こ
と

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
　
政
党

　
イ
　
政
治
資
金
団
体

②
　
①
の
制
限
に
違
反
し
て
さ
れ
る
寄
附
に
つ
い
て
は
、

寄
附
を
し
た
者
、
寄
附
を
受
け
た
者
は
、
一
年
以
下

の
禁
錮
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金(

団
体
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
団
体
に
対
し

て
も
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金)

に
処
せ
ら
れ
、
公
民

権
を
停
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
選
挙
運
動
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す(

法
第
二
六
、
公
選
法

一
三
七
の
三)

。

③
　
①
の
寄
附
を
す
る
こ
と
を
勧
誘
し
、
又
は
要
求
し

て
は
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
勧
誘
・

要
求
を
し
た
者
に
つ
い
て
も
、
②
と
同
様
の
刑
罰
等

に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

④
　「
企
業
・
労
働
組
合
等
の
団
体
」
と
は
、
企
業
、

労
働
組
合
、
職
員
団
体
の
ほ
か
、
各
種
の
業
界
団
体
、

宗
教
団
体
、
文
化
団
体
、
労
働
者
団
体
、
親
睦
団
体

等
、
法
人
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
団

体(

政
治
団
体
を
除
く
。)

が
こ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。

（
２
）　
公
職
の
候
補
者
に
対
す
る
寄
附
の
制
限

　
　（
法
第
二
一
の
二
）

①
　
個
人
が
公
職
の
候
補
者
の
政
治
活
動
に
関
し
て
、

金
銭
等
、
す
な
わ
ち
金
銭
及
び
有
価
証
券(

小
切
手
、

手
形
、
商
品
券
、
株
券
、
公
社
債
券
等)

に
よ
る
寄
附

を
す
る
こ
と
は
、
選
挙
運
動
に
関
す
る
も
の
を
除
い

て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
政
党
が
公
職
の

候
補
者
に
対
し
て
す
る
寄
附
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
　
つ
ま
り
、
公
職
の
候
補
者
の
政
治
活
動
に
関
す
る

寄
附
の
う
ち
、
金
銭
等
に
よ
る
寄
附
は
政
党
が
す
る

も
の
以
外
は
禁
止
さ
れ
、
物
品
に
よ
る
寄
附
、
便
益
・

労
務
に
よ
る
寄
附(

事
務
所
用
の
部
屋
や
労
務
の
無

償
提
供
な
ど)

等
の
金
銭
等
に
よ
ら
な
い
寄
附
の
み

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
一
方
、
選
挙
の
陣
中
見
舞
等
、
選
挙
運
動
に
関
す

る
寄
附
は
金
銭
等
で
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
企
業
・
労
働
組
合
等
の

団
体
が
行
う
も
の
は
一
切
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
　
政
党
以
外
の
者
が
公
職
の
候
補
者
の
政
治
活
動
に

充
て
る
た
め
に
金
銭
等
を
寄
附
す
る
こ
と
は
、
公
職

の
候
補
者
本
人
に
対
し
て
す
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、

公
職
の
候
補
者
の
秘
書
や
親
族
に
対
し
て
す
る
も
の

で
あ
っ
て
も
、
公
職
の
候
補
者
の
政
治
活
動(

選
挙

運
動
を
除
く
。)

に
関
し
て
さ
れ
る
寄
附
で
あ
る
限

り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
　
①
の
制
限
に
違
反
し
て
さ
れ
る
寄
附
に
つ
い
て
は
、

寄
附
を
し
た
者
、
寄
附
を
受
け
た
者
は
、
一
年
以
下

の
禁
錮
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
、

公
民
権
を
停
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
選
挙
運
動
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す(

法
第
二
六
、
第

二
八
、
公
選
法
第
一
三
七
の
三)

。

（
３
）　
寄
附
等
へ
の
公
務
員
の
関
与
等
の
制
限

　
　（
法
第
二
二
の
九
）

①
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
に
属
す
る
公
務

員(

令
第
二
四
条
に
定
め
る
公
務
員
等
を
除
く
。)

等

は
、
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を

す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
　
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
を
求
め
、
若
し
く
は

受
け
、
又
は
自
己
以
外
の
者
が
す
る
政
治
活
動
に

関
す
る
寄
附
に
関
与
す
る
こ
と
。

　
イ
　
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
に
対
価
を
支
払
っ
て

参
加
す
る
こ
と
を
求
め
、
若
し
く
は
政
治
資
金
　

パ
ー
テ
ィ
ー
の
対
価
の
支
払
い
を
受
け
、
若
し
く

は
自
己
以
外
の
者
が
す
る
こ
れ
ら
の
行
為
に
関
与
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す
る
こ
と
。

②
　
何
人
も
、
①
に
掲
げ
る
公
務

員
等
に
対
し
、
①
に
よ
り
当
該

公
務
員
等
が
し
て
は
な
ら
な
い

行
為
を
す
る
こ
と
を
求
め
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

（
４
）　
寄
附
の
総
額
の
制
限

　
　（
法
第
二
一
の
三
）

　
上
の
総
枠
制
限
の
一
覧
表
を
御

参
照
く
だ
さ
い
。

　

お
わ
り
に

  

平
成
三
十
一
年
春
に
は
統
一
地

方
選
挙
、
ま
た
、
夏
に
は
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
を
控
え
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
公
職
の
候
補
者
等
や
政

治
団
体
等
の
活
動
が
活
発
に
な
る

中
で
寄
附
に
つ
い
て
各
市
町
村
へ

多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
想
定
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
際
は
、
公
職
選
挙

法
逐
条
解
説
や
選
挙
関
係
実
例
判

例
集
等
を
参
考
に
公
明
か
つ
公
正

に
政
治
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
各

市
町
村
に
お
い
て
適
切
な
御
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。
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人口減少を見据えた
定員管理計画について

市町村課主事（行政担当）　飯　田　真　規

め
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
数
十
年
間
は
、
人
口
減
少
と

急
速
な
高
齢
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。二
〇
一
六
年
に
一
・

四
四
で
あ
っ
た
合
計
特
殊
出
生
率
が
、
仮
に
二
〇
三
〇

年
に
一
・
八
程
度
、
二
〇
四
〇
年
に
人
口
置
換
水
準
の

二
・
〇
七
程
度
ま
で
上
昇
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
長

期
に
わ
た
り
人
口
減
少
は
続
く
見
込
み
で
あ
る
。

　
今
後
人
口
減
少
が
進
み
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
環
境

に
不
確
実
さ
が
増
す
中
で
も
、
住
民
が
健
康
で
文
化
的

な
生
活
を
送
り
、
地
域
経
済
を
守
る
た
め
に
も
、
地
方

自
治
体
が
、
安
定
し
て
、
持
続
可
能
な
形
で
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
。

　
高
度
経
済
成
長
期
に
整
備
し
た
イ
ン
フ
ラ
や
公
共
施

設
は
、
ま
も
な
く
更
新
時
期
を
迎
え
る
が
、
対
象
人
口

が
減
少
す
る
中
で
、
何
を
残
し
、
何
を
活
か
す
の
か
。

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体
制
も
、
将
来
の
人
口
構
成
に
合
わ

せ
て
、
ど
う
す
れ
ば
最
適
化
で
き
る
の
か
が
課
題
で
あ

る
。人

口
減
少
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

　
そ
も
そ
も
、
人
口
減
少
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
る
の
だ
ろ
う
か
。

次
の
こ
と
を
例
と
し
て
挙
げ
て
み
る
。

（
１
）　
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
（
小
売
・
飲
食
・
娯
楽
・

医
療
機
関
等
）
の
縮
小

　
我
々
が
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
各
種
サ
ー

ビ
ス
は
、
一
定
の
人
口
規
模
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い

は
じ
め
に

　
我
が
国
は
、
少
子
化
に
よ
る
急
速
な
人
口
減
少
と
高

齢
化
と
い
う
未
曾
有
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

　
総
人
口
は
既
に
減
少
局
面
に
入
っ
て
い
る
。
十
年

前
（
二
〇
〇
八
年
）
の
一
億
二
、
八
〇
八
万
人
を
ピ
ー

ク
に
減
少
し
始
め
、
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
は
加
速
し
、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
出
生
中
位
・
死

亡
中
位
推
計
（
平
成
二
十
九
年
推
計
）
に
よ
れ
ば
、
二

〇
四
〇
年
に
は
一
億
一
、
〇
九
二
万
人
と
な
る
。
そ
の

頃
に
は
毎
年
九
〇
万
人
程
度
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
て

い
る
。

　
出
生
数
は
、
つ
い
に
年
間
一
〇
〇
万
人
を
下
回
っ
た
。

団
塊
世
代
（
一
九
四
七
～
四
九
年
生
ま
れ
）
が
生
ま
れ

た
頃
は
毎
年
二
六
〇
万
人
以
上
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代

（
一
九
七
一
～
七
四
年
生
ま
れ
）
の
頃
に
は
毎
年
二
〇

〇
万
人
以
上
あ
っ
た
。
し
か
し
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代

に
続
く
第
三
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
は
現
れ
な
か
っ
た
。
二

〇
一
七
年
に
は
九
四
万
人
ま
で
減
少
し
、
二
〇
四
〇
年

に
は
七
四
万
人
程
度
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
高
齢
化
は
、
急
速
に
進
行
す
る
。
二
〇
一
五
年
に
三
、

三
八
七
万
人
で
あ
っ
た
高
齢
者
人
口（
六
十
五
歳
以
上
）

は
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
全
て
高
齢
者
と
な
る
二
〇

四
二
年
に
三
、
九
三
五
万
人
（
高
齢
化
率
三
六
・
一
％
）

で
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
七
十
五
歳
以
上

人
口
は
そ
の
後
も
二
〇
五
四
年
ま
で
増
加
し
続
け
る
見

込
み
で
あ
る
。

　
国
及
び
各
自
治
体
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
を
策
定
し
、
少
子
化
対
策
や
移
住
施
策
を
進
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る
。
必
要
と
さ
れ
る
人
口
規
模
は
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に

よ
り
様
々
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
あ
る
市
町
村
に
一
般
病
院
が
八
〇
％
以
上

の
確
率
で
立
地
す
る
た
め
に
は
、
二
七
、
五
〇
〇
人
以

上
の
人
口
規
模
が
必
要
（
五
〇
％
以
上
の
確
率
で
立
地

す
る
た
め
に
は
五
、
五
〇
〇
人
以
上
の
規
模
が
必
要
）

と
さ
れ
て
い
る
。
人
口
減
少
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
生

活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
立
地
に
必
要
な
人
口
規
模
を
割
り

込
む
場
合
に
は
、
地
域
か
ら
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
撤
退
が

進
み
、
生
活
に
必
要
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
入
手
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
日
々
の
生
活
が
不
便
に
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
こ
れ
に
加
え
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
第
三
次
産
業
は
地

方
圏
の
雇
用
の
六
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、
こ
う
し
た

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
撤
退
は
地
域
の
雇
用
機
会
の
減
少
へ

と
つ
な
が
り
、
さ
ら
な
る
人
口
減
少
を
招
き
か
ね
な
い
。

（
２
）　
税
収
減
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下

　
人
口
減
少
は
地
方
財
政
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

人
口
減
少
と
そ
れ
に
伴
う
経
済
・
産
業
活
動
の
縮
小
に

よ
っ
て
、
地
方
公
共
団
体
の
税
収
入
は
減
少
す
る
が
、

そ
の
一
方
で
、
高
齢
化
の
進
行
か
ら
社
会
保
障
費
の
増

加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
地
方
財
政
は
ま
す
ま
す
厳
し

さ
を
増
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
が
続
い
た
場
合
、
そ
れ
ま
で
受
け
ら

れ
て
い
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
廃
止
又
は
有
料
化
さ
れ
る

と
い
っ
た
場
合
が
生
じ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
結
果
と

し
て
生
活
利
便
性
が
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
地
方
財
政
状
況
の
な
か
で
、
高
度

経
済
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
公
共
施
設
や
道
路
・
橋
・

上
下
水
道
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
問
題
へ
の
対

応
も
必
要
と
な
る
。

（
３
）　
地
域
公
共
交
通
の
撤
退
・
縮
小

　
こ
れ
ま
で
、
地
域
公
共
交
通
は
主
と
し
て
民
間
の
事

業
者
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
人
口
減
少
に
よ
る
児
童
・
生
徒
や
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
が
進
め
ば
、
通
勤
通
学
者
が
減
少
し
、

民
間
事
業
者
に
よ
る
採
算
ベ
ー
ス
で
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
困
難
と
な
り
、
地
方
の
鉄
道
や
路
線
バ
ス
に

お
い
て
、
不
採
算
路
線
か
ら
の
撤
退
や
運
行
回
数
の
減

少
が
予
想
さ
れ
る
。

　
他
方
で
は
、
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
自
家
用
車
を

運
転
で
き
な
い
高
齢
者
等
の
移
動
手
段
と
し
て
、
公
共

交
通
の
重
要
性
が
増
大
し
て
お
り
、
地
域
公
共
交
通
の

衰
退
が
地
域
の
生
活
に
与
え
る
影
響
は
従
前
よ
り
大
き

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
４
）　
空
き
家
、
空
き
店
舗
、
工
場
跡
地
、
耕
作
放
棄

地
等
の
増
加

　
人
口
が
減
少
す
る
一
方
で
、
総
住
宅
数
は
増
加
し
て

お
り
、
全
国
的
に
空
き
家
数
は
一
貫
し
て
増
加
傾
向
に

あ
る
。

　
な
か
で
も
、
賃
貸
ま
た
は
売
却
の
予
定
が
な
く
長
期

に
わ
た
っ
て
居
住
世
帯
が
不
在
の
住
宅
等
を
含
む
「
そ

の
他
の
住
宅
」
が
増
加
し
て
い
る
。「
そ
の
他
の
住
宅
」

は
、
管
理
・
処
分
方
針
が
未
定
の
も
の
も
あ
り
、
他
の

区
分
の
空
き
家
と
比
べ
て
管
理
が
不
十
分
に
な
り
が
ち

な
傾
向
が
あ
る
。

　
ま
た
、
地
域
の
経
済
・
産
業
活
動
の
縮
小
や
後
継
者

不
足
等
に
よ
っ
て
空
き
店
舗
、
工
場
跡
地
、
耕
作
放
棄

地
も
増
加
し
て
お
り
、
空
き
家
の
増
加
と
と
も
に
、
地

域
の
景
観
の
悪
化
、
治
安
の
悪
化
、
倒
壊
や
火
災
発
生

と
い
っ
た
防
災
上
の
問
題
等
が
発
生
し
、
地
域
の
魅
力

低
下
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。

（
５
）　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能
低
下

　
人
口
減
少
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能
の
低
下

に
与
え
る
影
響
も
大
き
い
。
町
内
会
や
自
治
会
と
い
っ

た
住
民
組
織
の
担
い
手
が
不
足
し
共
助
機
能
が
低
下
す

る
ほ
か
、
地
域
住
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
消
防
団
の

団
員
数
の
減
少
は
、
地
域
の
防
災
力
を
低
下
さ
せ
る
懸

念
が
あ
る
。

　
ま
た
、
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
が
進
み
、
学
級
数
の

減
少
、
ク
ラ
ス
の
少
人
数
化
が
予
想
さ
れ
、
い
ず
れ
は

学
校
の
統
廃
合
と
い
う
事
態
も
起
こ
り
得
る
。

　
こ
う
し
た
若
年
層
の
減
少
は
、
地
域
の
歴
史
や
伝
統

文
化
の
継
承
を
困
難
に
し
、
地
域
の
祭
り
の
よ
う
な
伝

統
行
事
が
継
続
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
住
民

の
地
域
活
動
が
縮
小
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
同
士

の
交
流
の
機
会
が
減
少
し
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
や
地
域

へ
の
愛
着
が
失
わ
れ
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
に
、
人
口
減
少
に
よ
る
地
方
の
生
活
へ
の

影
響
は
様
々
で
あ
り
、
既
に
多
く
の
地
域
で
起
こ
っ
て
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い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
ま
だ
顕
在
化
す
る
に
は
至
っ
て

い
な
い
も
の
も
あ
る
。

　
バ
ス
や
鉄
道
の
本
数
が
減
っ
た
、
路
線
自
体
が
な
く

な
っ
た
等
が
予
測
さ
れ
、
生
活
利
便
性
の
低
下
や
地
域

の
魅
力
の
低
下
を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
人
口
減
少
を
招

く
と
い
う
悪
循
環
に
陥
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

課
題
解
決
の
た
め
に
、今
で
き
る
こ
と

　
各
自
治
体
が
実
施
す
べ
き
業
務
の
範
囲
、
業
務
の
仕

組
み
と
や
り
方
を
根
本
か
ら
見
直
し
、
無
駄
な
く
効
率

的
に
業
務
を
行
い
、
そ
の
う
え
で
適
正
な
定
員
管
理
計

画
を
策
定
し
、
最
小
の
職
員
数
で
業
務
・
シ
ス
テ
ム
の

最
適
化
を
図
り
、
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
人
口
構
成
の
変
化
に
合
わ
せ
た
職
員
の
再
配
置
と
業

務
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
重
要
と
考
え
る
。

　
ち
な
み
に
、
地
方
自
治
法
第
一
七
二
条
第
三
項
で
は
、

普
通
地
方
公
共
団
体
の
職
員
の
定
数
は
、
条
例
で
定
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

【
職
員
の
再
配
置
】

ス
テ
ッ
プ
１

　
他
団
体
に
比
べ
て
定
員
規
模
が
多
い
分
野
を
洗
い
出

し
、
そ
の
理
由
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
多
い

の
か
、
団
体
固
有
の
や
む
を
得
な
い
事
情
か
、
そ
れ
と

も
他
団
体
と
比
べ
て
定
員
管
理
の
適
正
化
努
力
が
不
足

し
て
い
る
の
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
例
え
ば
、
民
間
委
託
の
状
況
、
支
所
等
の
配
置
数
の

状
況
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
の
比
較
検
討
を
行
い
、
今

後
適
正
化
す
べ
き
分
野
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

ス
テ
ッ
プ
２

　
分
析
が
終
わ
れ
ば
、
今
度
は
三
～
五
年
後
を
見
据
え

た
到
達
す
べ
き
定
員
適
正
化
目
標
を
設
定
す
る
。

ス
テ
ッ
プ
３

　
定
員
適
正
化
の
手
法
及
び
手
順
を
検
討
し
決
定
す
る
。

　
法
令
等
の
改
廃
、
職
員
の
必
置
規
制
・
配
置
基
準
の

廃
止
・
緩
和
に
伴
う
着
実
な
定
員
適
正
化
を
図
る
と
と

も
に
、
事
務
の
統
廃
合
縮
小
、
事
務
の
広
域
処
理
化
、

事
務
の
民
間
委
託
な
ど
を
検
討
し
、
決
定
す
る
こ
と
が

妥
当
で
あ
り
、
そ
の
う
え
で
、
決
定
し
た
定
員
適
正
化

手
法
の
推
進
手
順
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
増
員
、
減

員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
年
次
別
人
員
を
決
定
し
、
具
体
的
な

年
次
計
画
と
し
て
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
退
職
者
数
の
将
来
的
な
推
移
を
見
極
め
、
年

齢
構
成
等
も
勘
案
し
な
が
ら
、
将
来
の
採
用
計
画
と
一

体
的
に
検
討
し
て
、
決
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

【
業
務
シ
ス
テ
ム
の
構
築
】

　
定
員
管
理
計
画
の
策
定
を
行
い
つ
つ
、
業
務
の
可
視

化
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
重
要
と
の
総

論
は
理
解
さ
れ
て
い
て
も
、
実
際
に
は
業
務
多
忙
等
の

理
由
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
い
る
業
務
は
数
少
な

い
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
業
務
を
目
で
見
る
形
で
整
理
す
る
こ
と
は
、

問
題
箇
所
を
変
革
す
る
た
め
に
は
有
効
な
手
段
で
あ
る

し
、
特
に
、
業
務
の
流
れ
自
体
か
ら
見
直
し
、
そ
れ
を

踏
ま
え
て
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
直
せ
ば
、
有
効
な
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
い
え
る
。
業
務
量
の
削
減
と
し
て
効

果
が
見
込
ま
れ
る
と
考
え
る
。

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
・

人
材
育
成

　
し
か
し
、
定
員
管
理
計
画
に
基
づ
き
削
減
し
て
き
た

自
治
体
に
お
い
て
は
、
団
塊
世
代
が
退
職
期
を
迎
え
る

な
ど
、
職
員
数
が
減
り
す
ぎ
て
業
務
が
追
い
つ
か
な
い

等
の
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。

　
い
か
に
効
率
的
な
業
務
・
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
が
変

革
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
動
か
す
の
は
あ
く
ま
で

「
人
」
で
あ
り
、
職
員
の
や
る
気
と
能
力
を
最
大
限
に

引
き
出
す
工
夫
が
重
要
と
考
え
る
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
業
務
の
可
視
化
や
、
業
務
・
シ
ス

テ
ム
最
適
化
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
研
修
及
び
組
織
目

標
を
共
有
し
、
組
織
と
個
人
の
目
標
の
関
係
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
（
計
画
、
執
行
、
評
価
、
行
動
）
サ
イ
ク
ル
の
中
で

具
体
化
す
る
仕
組
み
を
学
ぶ
研
修
を
導
入
す
る
こ
と
が

有
効
だ
と
考
え
る
。

　
た
だ
し
、
前
述
の
人
口
減
少
に
よ
る
課
題
に
つ
い
て

は
、
研
修
を
通
じ
て
個
人
の
能
力
を
高
め
る
だ
け
で
解

決
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

　
一
人
ひ
と
り
の
職
員
の
業
務
に
対
す
る
問
題
意
識
の

ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
、
組
織
と
し
て
の
生
産
性
を
い
か

に
向
上
さ
せ
て
い
く
か
が
課
題
解
決
に
必
要
な
要
素
と

な
る
。

　
幹
部
職
員
は
組
織
目
標
を
担
う
と
と
も
に
、
そ
の
目

標
の
実
現
に
向
け
て
組
織
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
業
務

の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
、
職
員
一
同
の
モ
チ
ベ
ー
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シ
ョ
ン
を
高
め
、
成
果
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
職
員
と
組
織
を
結
び
付
け
る
た
め
の

組
織
目
標
設
定
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
研
修

に
積
極
的
に
参
加
し
、
人
材
育
成
を
推
進
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
費
用
負
担
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
民
間
の
人

材
育
成
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
す
る
と
い
う
姿
勢
も
大
事
で

あ
る
。

　
参
考
と
し
て
、
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
て

い
る
研
修
内
容
を
掲
載
す
る
の
で
、
積
極
的
に
活
用
さ

れ
た
い
。

終
わ
り
に

　
人
口
減
少
時
代
に
お
い
て
、
組
織
体
制
の
強
化
は
も

と
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
組
織
全
体
に
よ
る
業
務
改

善
及
び
職
員
一
人
ひ
と
り
が
研
修
を
通
じ
て
意
識
改
革

を
行
え
ば
、
住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
持
続

可
能
な
高
質
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
と
考
え
る
。

　
何
か
を
変
え
る
に
は
、
ま

ず
は
気
持
ち
か
ら
。
気
持
ち

が
変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ
る
。

行
動
が
変
わ
れ
ば
、
未
来
が

変
わ
る
。

　
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
周
囲
の
人
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
吹
き
込
む
能
力
、
イ

エ
ス
ノ
ー
を
決
め
づ
ら
い
事

柄
に
決
断
を
下
す
勇
気
、
仕

事
を
実
行
す
る
能
力
、
情
熱
、

自
信
。

　
そ
れ
ら
を
兼
ね
備
え
た
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
の
職
員
と
な
り
、

組
織
か
ら
、
地
域
か
ら
求
め

ら
れ
る
一
人
に
な
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

(40)(35)

参考　徳島県自治研修センターによる研修内容
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第
一　

は
じ
め
に

　
公
営
企
業
は
、
料
金
収
入
を
も
っ
て
経
営
を
行
う
独

立
採
算
制
を
基
本
原
則
と
し
な
が
ら
、
住
民
生
活
に
身

近
な
社
会
資
本
を
整
備
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
将
来
に
わ
た
り
そ
の
本

来
の
目
的
で
あ
る
公
共
の
福
祉
を
増
進
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必
要
な
施
設
等
の
老
朽

化
に
伴
う
更
新
投
資
の
増
大
、
人
口
減
少
に
伴
う
料
金

収
入
の
減
少
等
に
よ
り
、
公
営
企
業
を
め
ぐ
る
経
営
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
各
地
方
公

共
団
体
に
お
い
て
は
、
公
営
企
業
の
経
営
環
境
の
変
化

に
適
切
に
対
応
し
、
そ
の
あ
り
方
に
絶
え
ず
検
討
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
に
お
い
て
、
引
き
続
き
公
営
企
業
と
し

て
事
業
を
行
う
場
合
に
は
、
自
ら
の
経
営
等
に
つ
い
て

的
確
な
現
状
把
握
を
行
っ
た
上
で
、
中
長
期
的
な
視
野

に
基
づ
く
計
画
的
な
経
営
に
取
り
組
み
、
徹
底
し
た
効

率
化
、
経
営
健
全
化
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ

れ
ら
を
よ
り
具
体
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
改
革
の
両

輪
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
抜
本
的
な
改
革
の

検
討
」
と
「
経
営
戦
略
の
策
定
・
実
行
・
公
表
」
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
改
革
に
、
よ
り
的
確
に
取
り
組
む
た

め
の
基
盤
整
備
と
し
て
、
経
営
・
資
産
等
を
正
確
に
把

握
し
、
各
種
経
営
指
標
を
活
用
す
る
た
め
、「
公
営
企

業
の
見
え
る
化
」
を
進
め
る
こ
と
と
し
、「
公
営
企
業

会
計
の
適
用
拡
大
」、「
経
営
比
較
分
析
表
の
策
定
・
公

表
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
取
組
等
に
つ
い
て
解

説
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

地方公営企業の経営改革について

市町村課主事（企画財政担当）　伊　月　貴　史

第
二　

地
方
公
営
企
業
の
抜
本
的
な

　
　

改
革
に
つ
い
て

一
　
抜
本
的
な
改
革
と
は

　
抜
本
的
な
改
革
の
検
討
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
は
、

「
公
営
企
業
の
経
営
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
に
つ
い

て
」（
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日
付
け
総
務
省
自

治
財
政
局
公
営
企
業
課
長
等
通
知
。
以
下
、「
留
意
事

項
通
知
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
お
い
て
、
各
地
方
公
共
団
体
は
、「
自
ら
の
判
断

と
責
任
に
基
づ
き
、
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
等
に
不

断
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
」
で
あ
り
、「
そ
の
前
提

と
し
て
、
ま
ず
現
在
公
営
企
業
が
行
っ
て
い
る
事
業
そ

の
も
の
の
意
義
、
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
自
体
の
必

要
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

結
果
、
事
業
に
意
義
、
必
要
性
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た

場
合
に
は
、速
や
か
に
廃
止
等
を
行
う
べ
き
」と
し
、「
事

業
の
継
続
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
自
体
は
必
要
と
判
断
さ

れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
採
算
性
の
判
断
を
行
い
、
完

全
民
営
化
、
民
間
企
業
へ
の
事
業
譲
渡
等
に
つ
い
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
経

営
の
効
率
化
・
経
営
の
健
全
化
に
関
し
て
所
要
の
検
討

を
行
っ
た
上
で
、
経
営
戦
略
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
に
基
づ
く
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
検
討
す
べ
き
項
目
と
し
て
、「
広

域
化
や
民
間
の
資
金
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
の
推
進
」
が

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、「
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
事
業
の

広
域
化
や
統
合
等
の
推
進
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
」、

ま
た
「
地
方
独
立
行
政
法
人
制
度
、
指
定
管
理
者
制
度
、

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
民
間
委
託
等
の
手
法
に
よ
り
実
施

す
る
こ
と
が
適
当
な
事
業
・
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方

公
共
団
体
、
公
営
企
業
に
よ
る
適
切
な
管
理
の
も
と
で
、
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適
正
な
業
務
運
営
の
確
保
及
び
サ
ー
ビ
ス
水
準
の

維
持
向
上
に
留
意
し
つ
つ
、
積
極
的
か
つ
計
画
的

に
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
留
意
事
項
通
知
の
内
容
等
を
踏
ま
え
、「
事
業

廃
止
、
民
営
化
・
民
間
譲
渡
、
広
域
化
等
及
び
民

間
活
用
」
の
四
つ
の
経
営
改
革
の
取
組
が
「
抜
本

的
な
改
革
」
と
定
義
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
個
別
事
業
ご
と
の
広
域
化
等
の
推
進
方

策
と
し
て
、
水
道
事
業
で
は
広
域
連
携
に
関
す
る

検
討
体
制
を
設
置
し
、
で
き
る
限
り
平
成
三
十
年

度
ま
で
を
目
途
に
検
討
し
、
そ
の
結
果
の
公
表
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
下
水
道
事
業
に
お
い

て
は
平
成
三
十
年
度
中
の
可
能
な
限
り
早
期
に

「
広
域
化
・
共
同
化
計
画
」
の
検
討
体
制
を
構
築
し
、

平
成
三
十
四
年
度
ま
で
に
各
地
方
公
共
団
体
が
計

画
を
策
定
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う

え
、
病
院
事
業
に
お
い
て
は
、「
新
公
立
病
院
改

革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
踏
ま
え
、
病
院
事
業
を
設

置
す
る
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
策
定
し
た
新
病

院
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
地
域
医
療
構
想
の
実

現
に
向
け
た
取
組
と
整
合
を
図
り
な
が
ら
、再
編
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
独
立
行
政
法
人
化
や
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
を
含
む
経
営
形
態
の
見
直
し
、

経
営
の
効
率
化
等
の
取
組
を
行
う
こ
と
で
、
抜
本

的
な
改
革
の
検
討
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
　
抜
本
的
な
改
革
の
検
討

　「
公
営
企
業
の
経
営
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
報

告
書
」（
総
務
省
・
平
成
二
十
九
年
三
月
）
で
は
、
抜

本
的
な
改
革
の
四
つ
の
基
本
的
な
類
型
の
う
ち
、
ど
の

類
型
の
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
が
改
革
の
効
果
が
発
揮

さ
れ
る
か
、
ま
た
特
性
に
合
っ
て
い
る
の
か
等
と
い
う

よ
う
な
「
改
革
の
方
向
性
」
が
事
業
ご
と
に
整
理
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
総
務
省
で
は
全
国
の
公
営
企
業
に
お

い
て
取
り
組
ま
れ
た
実
際
の
取
組
の
中
か
ら
、「
事
業

廃
止
、
民
営
化
・
民
間
譲
渡
、
広
域
化
等
及
び
民
間
活

用
」
と
い
う
、
抜
本
的
な
改
革
の
類
型
に
基
づ
き
作
成

し
た
優
良
事
例
集
を
公
表
し
て
い
る
。
各
公
営
企
業
は

上
述
の
報
告
書
に
お
け
る
「
改
革
の
方
向
性
」
に
留
意

す
る
と
と
も
に
、
優
良
事
例
集
を
活
用
し
、
抜
本
的
な

改
革
の
検
討
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

第
三　

経
営
戦
略
に
つ
い
て

一
　
経
営
戦
略
の
策
定

　
総
務
省
は
留
意
事
項
通
知
に
お
い
て
、
各
公
営
企
業

が
自
ら
の
経
営
等
に
つ
い
て
的
確
な
現
状
把
握
を
行
っ

た
上
で
、
中
長
期
的
な
視
野
に
基
づ
く
計
画
的
な
経
営

に
取
り
組
み
、
徹
底
し
た
効
率
化
、
経
営
健
全
化
を
行

う
よ
う
、
中
長
期
的
な
経
営
の
基
本
計
画
で
あ
る
「
経

営
戦
略
」
の
策
定
を
要
請
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」（
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
二
○
一
五
（
平
成
二
十
七
年
六
月

三
十
日
閣
議
決
定
）
第
三
章
）
で
は
、
公
営
企
業
に

つ
い
て
、
地
方
財
政
を
め
ぐ
る
厳
し
い
状
況
を
踏
ま

え
、「
経
営
戦
略
の
策
定
等
を
通
じ
、
経
営
基
盤
強
化

と
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
を
図
る
。」
こ
と
と
さ

れ
、
更
に
「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
改
革
工
程
表
」（
平

成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
四
日
経
済
財
政
諮
問
会
議
決

定
）
で
は
、「
経
営
戦
略
の
策
定
率
」
を
平
成
三
十
二

年
度
ま
で
に
一
○
○
％
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

全
て
の
事
業
に
お
い
て
、
こ
の
期
限
ま
で
に
「
経
営
戦

略
」
を
策
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

二
　
経
営
戦
略
の
基
本
的
な
考
え
方
　

　「
経
営
戦
略
」
に
つ
い
て
は
、
各
公
営
企
業
が
将
来

に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
、

十
年
以
上
の
中
長
期
的
な
計
画
期
間
を
基
本
と
し
て
、
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施
設
・
設
備
に
関
す
る
投
資
、
投
資
以
外
の
経
費
及
び

財
源
の
見
通
し
を
試
算
し
た
収
支
計
画
（
投
資
・
財
政

計
画
）
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
収
支
計

画
で
は
収
支
均
衡
が
求
め
ら
れ
る
が
、
将
来
の
支
出
・

収
入
の
整
合
性
を
検
証
し
た
結
果
、
収
支
ギ
ャ
ッ
プ
が

生
じ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
料
金
水
準
の
適
正
化
及
び

投
資
の
合
理
化
等
に
よ
り
、
こ
れ
を
解
消
す
る
こ
と
が

基
本
と
な
る
。
一
方
、
料
金
水
準
の
大
幅
な
引
上
げ

を
行
わ
な
け
れ
ば
収
支
が
均
衡
し
な
い
場
合
等
に

お
い
て
、
安
易
に
一
般
会
計
等
か
ら
の
繰
入
金
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
収
支
を
均
衡
さ
せ
る
こ

と
は
適
当
で
は
な
い
。
公
営
企
業
に
つ
い
て
、
早

期
に
経
営
戦
略
を
策
定
し
、
経
営
健
全
化
に
向
け

た
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

収
支
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
向
け
た
具
体
的
な
経
営

健
全
化
の
取
組
内
容
を
検
討
し
た
上
で
策
定
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

三
　
経
営
戦
略
の
実
行
・
公
表

　
経
営
戦
略
は
、
計
画
と
し
て
単
に
策
定
し

た
こ
と
を
も
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
毎
年

度
進
捗
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
三
～
五
年

に
一
度
見
直
し
を
行
い
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
働
か
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に

見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
収
支
計
画
と
実
績

と
の
乖
離
を
検
証
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
将

来
予
測
方
法
や
収
支
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
向

け
た
取
組
等
に
つ
い
て
も
検
証
し
、
経
営
戦

略
の
策
定
後
に
お
い
て
広
域
化
等
や
民
間
活

用
等
の
新
た
な
経
営
健
全
化
や
料
金
見
直
し

な
ど
の
財
源
確
保
に
係
る
取
組
が
具
体
化
し

た
場
合
等
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
追
加

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
公
営
企
業
が
住
民
生
活
に
密
着
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
主
体
で
あ
り
、
住
民
等
か

ら
の
料
金
収
入
を
も
っ
て
経
営
を
行
う
独
立
採

算
制
を
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
等
に
鑑
み
、
経
営

健
全
化
に
向
け
た
議
論
の
契
機
と
す
る
た
め
に

も
、
公
営
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
、
将
来
の

事
業
環
境
、
今
後
の
収
支
計
画
や
経
営
健
全
化
の

取
組
等
を
踏
ま
え
た
将
来
見
通
し
等
の
経
営
戦
略
の
内

容
を
公
表
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
四　

公
営
企
業
の
「
見
え
る
化
」

一
　
公
営
企
業
会
計
の
適
用
拡
大

　
更
な
る
経
営
改
革
の
両
輪
と
な
る
「
抜
本
的
な
改
革

の
検
討
」
と
「
経
営
戦
略
の
策
定
・
公
表
・
実
行
」
の
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取
組
を
支
え
る
基
盤
整
備
と
し
て
、「
公
営
企
業
の
見

え
る
化
」
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
経
営
戦
略
の
策
定
に

よ
る
中
長
期
の
見
通
し
や
、
抜
本
的
な
改
革
の
検
討
に

お
い
て
は
、
公
営
企
業
の
財
政
状
態
や
経
営
成
績
を
把

握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
的
確
に
把
握
す

る
た
め
に
は
、
公
営
企
業
会
計
を
適
用
し
、

貸
借
対
照
表
や
損
益
計
算
書
等
の
財
務
諸

表
を
作
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
総

務
省
で
は
、「
公
営
企
業
会
計
の
適
用
の

推
進
に
つ
い
て
」（
平
成
二
十
七
年
一
月

二
十
七
日
付
け
総
務
大
臣
通
知
）
等
に
よ

り
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
五
年
間
を
集

中
取
組
期
間
と
し
て
、
下
水
道
事
業
及
び

簡
易
水
道
事
業
を
重
点
事
業
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
と
し
、
人
口
三
万
人
以
上
の
団

体
に
つ
い
て
は
、
期
間
内
に
公
営
企
業
会

計
へ
移
行
、
人
口
三
万
人
未
満
の
団
体
に

つ
い
て
も
、
で
き
る
限
り
移
行
、
そ
の
他

の
事
業
に
つ
い
て
は
、
団
体
の
実
情
に
応

じ
て
移
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

二
　
経
営
比
較
分
析
表
の
作
成
・
公
表

　
経
営
比
較
分
析
表
は
、
経
営
及
び
施
設

の
状
況
を
表
す
主
要
な
経
営
指
標
と
そ
の

分
析
で
構
成
さ
れ
、
平
成
二
十
六
年
度
決

算
か
ら
新
た
に
作
成
・
公
表
し
て
い
る
取

組
で
あ
る
。

　
経
営
比
較
分
析
表
は
、
各
公
営
企
業
の

基
本
デ
ー
タ
（
普
及
率
、
料
金
等
）
を
表

示
し
、
ま
た
、
上
下
水
道
事
業
の
経
営
の

健
全
性
・
効
率
性
及
び
老
朽
化
の
状
況
を

示
す
十
一
指
標
の
経
年
変
化
・
類
似
団
体
比
較
を
グ
ラ

フ
・
表
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
表
示
し
、
さ
ら
に
、

各
公
営
企
業
が
現
状
や
そ
の
背
景
等
に
つ
い
て
分
析
し

た
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
各
公
営
企
業
に
お
い
て
は
、
当
該
企

業
の
経
年
変
化
や
類
似
団
体
と
の
比
較
、
複
数
の
指
標

を
組
み
合
わ
せ
た
分
析
を
行
い
、
経
営
の
現
状
及
び
課

題
を
的
確
か
つ
簡
明
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

こ
と
や
、
中
長
期
的
な
経
営
の
基
本
計
画
で
あ
る
「
経

営
戦
略
」
の
策
定
を
進
め
る
上
で
有
益
な
情
報
が
得
ら

れ
る
他
、
議
会
や
住
民
に
対
す
る
経
営
状
況
の
説
明
等

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
公
営
企
業
の
経
営
状
況
の
「
見

え
る
化
」
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

　

第
五　

お
わ
り
に

　
公
営
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
保
有
す
る
資
産
の
老

朽
化
に
伴
う
更
新
期
の
到
来
や
人
口
減
少
等
に
伴
う
料

金
収
入
の
減
少
等
に
よ
り
、
経
営
健
全
化
へ
の
取
組
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
経
営
戦
略
の
策
定
は
こ
の
一
助
に

な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
各
公
営
企
業
は
全
て
の
事

業
が
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の
策
定
を
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、
総
務
省
が
用
意
す
る

経
営
戦
略
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、

経
営
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
取
組
を
期
待
す
る
。

　
ま
た
、
人
口
三
万
人
以
上
の
下
水
道
事
業
及
び
簡
易

水
道
事
業
で
は
「
公
営
企
業
会
計
の
導
入
」
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
人
口
三
万
人
未
満
に
お
い

て
は
「
で
き
る
限
り
移
行
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

経
営
基
盤
強
化
の
た
め
の
公
営
企
業
会
計
の
意
義
・
必

要
性
に
つ
い
て
は
団
体
の
大
小
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の

で
は
な
く
、
ま
た
小
規
模
な
民
間
中
小
企
業
が
当
然
の

よ
う
に
企
業
会
計
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、

当
該
団
体
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
移
行
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
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地方公共団体財政健全化法に基づく
健全化判断比率等について

市町村課主事（企画財政担当）　住　友　広　平

が
な
い
こ
と
　
③
普
通
会
計
を
中
心
と
し
た
収
支
の
指

標
の
み
で
、
ス
ト
ッ
ク
（
負
債
等
）
の
財
政
状
況
に
課

題
が
あ
っ
て
も
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
　
④
公
営
企
業

に
関
し
て
も
早
期
是
正
機
能
が
な
い
こ
と
　
等
の
課
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
新
た
な
制
度
と
し
て
整

備
さ
れ
た
健
全
化
法
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
踏
ま

え
、
①
財
政
指
標
の
整
備
と
情
報
開
示
の
義
務
づ
け
　

②
財
政
の
再
生
段
階
に
至
る
前
の
早
期
健
全
化
段
階
の

創
設
　
③
ス
ト
ッ
ク
指
標
で
あ
る
将
来
負
担
比
率
の
導

入
　
④
公
営
企
業
に
つ
い
て
早
期
是
正
の
た
め
資
金
不

足
比
率
の
導
入
　
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
財
政

に
関
す
る
情
報
開
示
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

統
一
的
な
指
標
を
用
い
る
こ
と
で
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
い
る
。

３　

健
全
化
判
断
比
率
等
に
つ
い
て

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
す
た
め

の
手
法
と
し
て
、
健
全
化
判
断
比
率
が
用
い
ら
れ
る
。

健
全
化
判
断
比
率
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況

を
統
一
的
な
指
標
で
明
ら
か
に
し
、
財
政
の
早
期
健
全

化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断
す
る
た
め
の
次
の
四
つ
の

財
政
指
標
を
指
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

　
地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
あ
り
、
一

般
会
計
等
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

主
に
財
政
運
営
の
健
全
性
を
測
る
た
め
の
基
礎
的
な
指

標
と
な
っ
て
い
る
。

１　

は
じ
め
に

　
地
方
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
状
況
を
統
一
的
な
指
標
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
、
財
政
の
早
期
健
全
化
や
再
生
が
必
要
な
場
合
に
、

迅
速
な
対
応
を
取
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
平
成

二
十
一
年
度
に
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
四
号
。以
下「
健

全
化
法
」
と
い
う
。）
が
全
面
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

地
方
公
共
団
体
は
毎
年
度
、
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
を
算
定
し
、
公
表
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
健
全
化
法
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の
各
比
率
が
一
定

の
基
準
以
上
と
な
る
場
合
、
財
政
の
悪
化
を
防
ぐ
た
め

に
、
財
政
健
全
化
計
画
等
の
策
定
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

ま
た
、
一
定
の
基
準
を
超
え
な
か
っ
た
地
方
公
共
団
体

に
つ
い
て
も
、
各
比
率
に
つ
い
て
客
観
的
な
分
析
を
行

い
、
安
定
し
た
財
政
運
営
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
健
全
化
法
の
概
要
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
平
成
二
十
九
年
度
決
算
に
お
け
る
、
県
内
各
市
町

村
の
状
況
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
く
。

２　

健
全
化
法
の
概
要

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
再
建
制
度
に
つ
い
て
、
以
前

は
地
方
財
政
再
建
促
進
特
別
措
置
法
に
よ
る
赤
字
の
地

方
公
共
団
体
に
対
す
る
財
政
再
建
制
度
と
、
地
方
公
営

企
業
法
に
よ
る
赤
字
企
業
に
対
す
る
財
政
再
建
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
旧
制
度
で
は
、
①
わ
か
り

や
す
い
財
政
情
報
の
開
示
等
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
　

②
財
政
再
建
団
体
の
基
準
し
か
な
く
、
早
期
是
正
機
能
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②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
の
ほ
か
、
下
水
道
事
業
や
病
院
事
業
等
の

公
営
企
業
会
計
を
含
む
、
地
方
公
共
団
体
の
す
べ
て
の

会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額
及
び
資
金
の
不
足
額

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
あ
る
。
地
方
公
共

団
体
全
体
と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
財
政

運
営
上
の
課
題
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　
地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元
利
償

還
金
及
び
準
元
利
償
還
金
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

比
率
で
、
地
方
債
の
返
済
額
及
び
こ
れ
に
準
じ
る
額
の

大
き
さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り
の
程
度
を
示
す
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
実
質
公
債
費
比
率
の
過
去
三
か
年
の

平
均
が
一
八
％
以
上
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
に
つ
い
て

は
、
地
方
財
政
法
に
基
づ
き
、
地
方
債
の
発
行
に
総
務

大
臣
等
の
許
可
が
必
要
と
な
る
。

④
将
来
負
担
比
率

　
地
方
公
社
や
損
失
補
償
を
行
っ
て
い
る
出
資
法
人
等

に
係
る
も
の
も
含
め
、
地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
等

が
、
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
比
率
で
、
一
般
会
計
等
の
借
入
金
や
、
将

来
支
払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担
等
の
現
時
点
で

の
残
高
を
指
標
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
地
方
公
共
団
体

の
負
担
が
、
将
来
的
に
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
の
度

合
い
を
示
す
指
標
と
も
い
え
る
。
な
お
、
平
成
二
十
八

年
度
決
算
よ
り
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
と
の
間
に
お
い
て

実
施
さ
れ
て
い
る
反
復
・
継
続
的
な
短
期
貸
付
金
に
つ

い
て
も
将
来
負
担
比
率
に
算
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
た

め
、
地
方
公
共
団
体
の
実
質
的
な
財
政
負
担
の
状
況
を

よ
り
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
健
全
化
法
で
は
健
全
化
判
断
比
率
の
ほ
か
に
、

公
営
企
業
の
経
営
状
況
を
判
断
す
る
資
金
不
足
比
率
が

存
在
す
る
。
資
金
不
足
比
率
と
は
、
公
営
企
業
会
計
ご

と
の
資
金
の
不
足
額
の
事
業
の
規
模
に
対
す
る
比
率
で

あ
り
、
公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企
業
の
事
業

規
模
で
あ
る
料
金
収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化
す

る
こ
と
で
、
経
営
状
態
の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
も
の

で
あ
る
。

　
健
全
化
法
に
お
い
て
、
健
全
化
判
断
比
率
等
の
対
象

と
な
る
会
計
は
【
資
料
１
】
の
と
お
り
で
あ
る
。「
公

営
事
業
会
計
」
と
は
、
特
別
会
計
の
う
ち
、
公
営
企
業

会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
、
農
業
共
済
事
業
、
老
人
保
健
医
療

事
業
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
駐
車
場
事
業
、
交
通
災

害
共
済
事
業
、
公
営
競
技
に
関
す
る
事
業
、
公
立
の
大

学
又
は
公
立
の
大
学
の
医
学
部
若
し
く
は
歯
学
部
に
附

属
す
る
病
院
に
関
す
る
事
業
及
び
有
料
道

路
事
業
の
実
施
に
伴
う
収
入
を
も
っ
て
当

該
事
業
に
要
す
る
費
用
を
賄
う
べ
き
事
業

で
あ
り
、「
一
般
会
計
等
」
と
は
、
地
方

公
共
団
体
の
一
般
会
計
及
び
前
述
の
特
別

会
計
を
除
い
た
特
別
会
計
の
こ
と
を
い
う
。

そ
の
他
に
も
一
部
事
務
組
合
等
、
地
方
公

社
及
び
第
三
セ
ク
タ
ー
も
対
象
範
囲
に
含

め
、
実
質
的
な
負
債
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
全
体
像

を
浮
き
彫
り
に
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
地
方
公
共
団
体
は
毎
年
度
、
前
年
度
の

決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
を
監
査

委
員
の
審
査
に
付
し
た
上
で
議
会
に
報
告

し
、
公
表
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
際
、
健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が

早
期
健
全
化
基
準
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
健
全
化
判
断
比
率
を
公
表
し
た
年
度

の
末
日
ま
で
に
財
政
健
全
化
計
画
を
定
め

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
よ
り
自
主
的

な
改
善
努
力
に
よ
る
財
政
健
全
化
が
促
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
再
生
判
断
比

【資料１】総務省ホームページ（http://www.soumu.go.jp/iken/zaisei/kenzenka/index2.html）
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率
（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公

債
費
比
率
）
の
い
ず
れ
か
が
財
政
再
生
基
準
以
上
で
あ

る
場
合
に
は
、
当
該
再
生
判
断
比
率
を
公
表
し
た
年
度

の
末
日
ま
で
に
財
政
再
生
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
こ
の
段
階
に
な
る
と
、
国
等
が
関
与
す
る
こ
と
と

な
り
、
財
政
の
再
生
に
向
け
地
方
債
の
起
債
の
制
限
や
、

予
算
の
変
更
等
必
要
な
措
置
を
勧
告
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
財
政
の
早
期
健
全
化
及
び
再
生
基
準
に
つ
い

て
は
【
資
料
２
】
の
と
お
り
で
あ
る
。

４　

県
内
市
町
村
の
状
況
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
九
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率

等
の
概
要
が
、
総
務
省
よ
り
九
月
二
十
七
日
に
速
報
と

し
て
公
表
さ
れ
た
。
県
内
市
町
村
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

【
資
料
３
】
の
内
容
で
速
報
と
し
て
公
表
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
県
内
に
お
い
て
は
、
健
全
化
判
断
比
率
が
早
期
健
全

化
基
準
以
上
と
な
っ
た
市
町
村
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

全
国
で
見
る
と
、
健
全
化
判
断
比
率
が
早
期

健
全
化
基
準
以
上
で
あ
る
団
体
は
一
団
体
で

あ
り
、
そ
の
う
ち
財
政
再
生
基
準
以
上
の
団

体
は
一
団
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
県
内
市
町
村
の
各
比
率
を
見
て
い
く
と
、
実
質
赤
字

比
率
に
つ
い
て
は
、
実
質
赤
字
額
が
生
じ
て
い
る
市
町

村
が
存
在
せ
ず
、【
資
料
３
】
に
お
い
て
実
質
赤
字
比

率
は
「
−
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　
連
結
実
質
赤
字
比
率
に
つ
い
て
も
、
連
結
実
質
赤
字

額
が
生
じ
て
い
る
市
町
村
が
存
在
せ
ず
、【
資
料
３
】

に
お
い
て
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
「
−
」
と
表
記
さ
れ

て
い
る
。

　
実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
、
県
内
市
町
村
平
均

値
は
七
・
二
％
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
二
十
八
年
度
決

算
と
比
較
す
る
と
、
僅
か
で
は
あ
る
が
〇
・
一
ポ
イ
ン

ト
悪
化
し
て
い
る
。
な
お
、
地
方
債
の
発
行
に
許
可
が

必
要
と
な
る
実
質
公
債
費
比
率
が
一
八
％
以
上
で
あ
る

【資料２】総務省ホームページ（http://www.soumu.go.jp/iken/zaisei/kenzenka/index4.html）

【資料３】
平成29年度決算に基づく県内市町村の健全化判断比率等（速報）について

平成30年９月27日現在　（単位：％）

健全化判断比率
市町村名

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

徳 島 市 －（－) －（－) 6.6 （6.5) 79.1 （74.2)

鳴 門 市 －（－) －（－) 15.3 （15.7) 122.5 （115.8)

小 松 島 市 －（－) －（－) 11.8 （11.4) 99.9 （89.6)

阿 南 市 －（－) －（－) 5.2 （5.1)      －      －

吉 野 川 市 －（－) －（－) 9.8 （9.7) 34.4 （42.3)

阿 波 市 －（－) －（－) 7.0 （6.2)      －      －

美 馬 市 －（－) －（－) 10.3 （9.2) 52.5 （61.0)

三 好 市 －（－) －（－) 6.8 （6.5)      －      －

勝 浦 町 －（－) －（－) 4.2 （3.9)      －      －

上 勝 町 －（－) －（－) 4.5 （4.4)      －      －

佐那河内村 －（－) －（－) 1.2 （4.4)      －      －

石 井 町 －（－) －（－) 4.9 （5.5)      －      －

神 山 町 －（－) －（－) 2.3 （2.6)      －      －

那 賀 町 －（－) －（－) 6.9 （6.6)      －      －

牟 岐 町 －（－) －（－) 7.1 （6.5) 64.2 （72.5)

美 波 町 －（－) －（－) 4.7 （5.1)      －      －

海 陽 町 －（－) －（－) 1.2 （1.8)      －      －

松 茂 町 －（－) －（－) −2.5 （−1.1)      －      －

北 島 町 －（－) －（－) 4.9 （4.2)      －      －

藍 住 町 －（－) －（－) 4.4 （4.3)      －      －

板 野 町 －（－) －（－) 9.5 （10.6)      －      －

上 板 町 －（－) －（－) 7.0 （7.0)      －      －

つ る ぎ 町 －（－) －（－) 8.6 （8.3) 24.6 （23.7)

東みよし町 －（－) －（－) 5.2 （6.0)      －      －

市 平 均 9.1 （8.8) 48.6 （47.9)

町 村 平 均 4.6 （5.0) 5.6 （6.0)

市町村平均（単純） 6.1 （6.3) 19.9 （20.0)

市町村平均（加重） 7.2 （7.1) 2.0 （3.7)

備考　１　各指標において、比率がない場合は「－」と記入している。
　　　２　各指標の（　 ）内の数値は、昨年度の比率である。
　　　３　市平均、町村平均は、単純平均を用いている。
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団
体
に
つ
い
て
、
県
内
で
該
当
す
る
市
町
村
は
存
在
し

な
か
っ
た
。【
資
料
４
】
の
と
お
り
、
平
成
二
十
一
年

度
以
降
、
全
国
及
び
徳
島
県
と
も
に
改
善
傾
向
に
あ
っ

た
。
し
か
し
平
成
二
十
九
年
度
は
、
全
国
平
均
値
が
前

年
度
よ
り
改
善
し
て
お
り
、
県
内
市
町
村
の
実
質
公
債

費
比
率
は
全
国
よ
り
も
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
県

内
市
町
村
に
お
け
る
実
質
公
債
費
比
率
の
悪
化
の
主
な

要
因
と
し
て
、
普
通
交
付
税
の
減
少
に
よ
る
標
準
財
政

規
模
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
は
、
県
内
市
町
村
平
均
値

が
二
・
〇
％
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
二
十
八
年
度
決
算

と
比
較
す
る
と
、一
・
七
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
い
る
。【
資

料
５
】
の
と
お
り
、
平
成
二
十
一
年
度
以
降
、
全
国
及

び
県
内
市
町
村
と
も
に
改
善
傾
向
に
あ
り
、
平
成
二
十

九
年
度
ま
で
の
間
、
全
国
平
均
値
よ
り
も
県
内
市
町
村

平
均
値
は
低
い
水
準
を
維
持
し
続
け
て
い
る
。
県
内
市

町
村
に
お
け
る
将
来
負
担
比
率
の
改
善
の
主
な
要
因
と

し
て
、
地
方
債
残
高
の
減
少
や
将
来
を
見
据
え
た
基
金

の
積
立
に
よ
る
基
金
残
高
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
健
全
化
法
に
お
け
る
公
営
企
業
会
計
ご
と
の

資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
、
県
内
で
経
営
健
全
化
基

準
以
上
の
会
計
は
な
く
、
資
金
不
足
が
生
じ
た
会
計
も

な
か
っ
た
。

５　

お
わ
り
に

　
平
成
二
十
九
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
化
判
断
比
率

等
に
つ
い
て
、
県
内
で
は
財
政
再
生
団
体
及
び
財
政
健

全
化
団
体
に
該
当
す
る
市
町
村
は
存
在
せ
ず
、
実
質
公

債
費
比
率
は
僅
か
な
が
ら
悪
化
し
た
も
の
の
、
将
来
負

担
比
率
に
つ
い
て
は
健
全
化
法
の
全
面
施
行
以
降
を
見

て
み
る
と
改
善
傾
向
に
あ
り
、
財
政
健
全
化
の
取
組
が

着
実
に
実
を
結
ん
で
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
は
、
そ
の
時
々
の
事
象
が
影
響

す
る
こ
と
に
よ
り
、
短
期
間
で
容
易
に
変
化
す
る
も
の

で
あ
る
。
各
市
町
村
に
お
い
て
は
、
合
併
算
定
替
の
縮

減
に
伴
い
普
通
交
付
税
が
年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
や
、

社
会
保
障
関
係
費
の
増
大
、
ま
た
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
等
の
災
害
に
備
え
た
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
な
ど
、

今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
に
直
面
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
基
金
の
積
立
等
、
中

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
は
当

然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
各
市
町
村
に
お
け
る
収
支
や
財

政
状
況
等
の
実
態
を
把
握
し
、
様
々
な
角
度
か
ら
分
析

を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
分
析
か
ら
導
き
出

さ
れ
た
財
政
上
の
問
題
点
や
改
善
策
を
住
民
に
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
、
今
後
の
行
政
施
策
に
理
解
を
求
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
各
市
町
村
に
お
い
て
は
、

引
き
続
き
、
健
全
化
法
の
趣
旨
に
則
っ
た
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
直
面
す
る
行
政
課
題
の
解

決
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

【資料４】

【資料５】
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１　

は
じ
め
に

　「
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
」
と
は
、
産
業
基
盤
や

生
活
環
境
の
整
備
等
が
他
の
地
域
と
比
較
し
て
低
位
で

あ
り
、
そ
の
基
礎
的
条
件
の
改
善
や
産
業
振
興
に
関
す

る
対
策
な
ど
、
離
島
振
興
の
た
め
の
特
別
措
置
を
講
ず

る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
離
島
の
地
域
で
、
国
土

交
通
大
臣
・
総
務
大
臣
・
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
し
た

地
域
の
事
を
い
う
。（
離
島
振
興
法
第
一
条
・
第
二
条

第
一
項
）

　
本
県
の
離
島
に
つ
い
て
は
、
阿
南
市
伊
島
が
昭
和
三

十
二
年
に
、
牟
岐
町
出
羽
島
が
昭
和
三
十
四
年
に
離
島

振
興
対
策
実
施
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

２　

離
島
の
概
況

（
１
）　
伊
島
（
阿
南
市
）

　
伊
島
は
、
四
国
の
最
東
端
阿
南
市
蒲
生
田
岬
か
ら
東

方
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
紀
伊
水
道
上
に
位
置
す
る
孤

立
小
型
離
島
で
あ
る
。

　
面
積
は
一
・
五
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
集
落
地
を

除
く
全
域
が
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。

　
地
形
は
全
島
砂
岩
か
ら
な
り
、
山
が
ち
で
、
島
面
積

の
約
七
五
％
の
一
一
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
林
野
が
占
め
、

耕
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
島
の
西
側
に
あ
る
前
島
と
の

間
の
狭
い
水
道
に
面
し
た
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
平
地

に
集
落
が
密
集
し
て
い
る
。

　
気
候
は
温
暖
で
あ
る
が
、
冬
季
に
北
西
の
季
節
風
が

強
い
た
め
高
波
と
な
り
、
航
路
欠
航
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
。

　
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
推
移
を
み
る
と
、
平
成
二

十
七
年
調
査
時
点
で
人
口
は
一
六
五
人
で
あ
り
、
平

成
二
十
二
年
調
査
時
点
の
一
六
七
人
か
ら
五
年
間
で

は
二
人
（
約
一
・
二
％
）
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
が
、

平
成
十
七
年
か
ら
の
五
年
間
で
の
一
一
人
（
約
六
％
）

の
減
少
か
ら
比
較
す
る
と
減
少
率
は
少
な
く
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
比
率
は
三
七
％
に
達
し
、
高
齢
化
が

進
行
し
て
い
る
。

　
本
土
と
の
交
通
は
、
伊
島
・
答
島
航
路
の
み
で
あ
り
、

離島振興について

南部総合県民局地域創生部主事 ( 地域振興担当）　田　中　和　彦

伊島の「カベヘラ」紀伊水道が一望できる絶景の断崖
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伊
島
漁
港
と
本
土
答
島
の
間
一
五
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
旅
客
船
「
み
し
ま
」（
平
成
十
五
年
建
造
軽
合
金
船

一
九
ト
ン
、
定
員
四
八
名
。）
が
一
日
三
往
復
、
片
道

約
三
〇
分
で
郵
便
船
を
兼
ね
て
運
航
し
、
年
間
約
一
万

七
千
人
を
輸
送
し
て
い
る
。

（
２
）　
出
羽
島
（
牟
岐
町
）

　
出
羽
島
は
、
牟
岐
川
河
口
の
南
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
太
平
洋
上
に
位
置
す
る
外
海
・
本
土
近
接
型
離
島

で
、
面
積
〇
・
六
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
集
落
地

を
除
く
全
域
が
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

　
地
形
は
台
形
状
を
な
し
、
島
の
面
積
の
約
七
七
％
、

約
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
林
野
が
占
め
て
お
り
、
耕
地
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
家
庭
菜
園
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

程
度
で
あ
る
。

　
島
の
北
部
、
本
土
に
面
し
て
出
羽
島
漁
港
が
あ
り
、

港
周
辺
の
平
地
に
人
家
が
馬
蹄
形
に
密
集
し
て
集
落
を

形
成
し
て
い
る
。
う
ち
約
三
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
集
落

が
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
三
日
に
国
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

　
気
候
は
極
め
て
温
暖
で
、
冬
季
に
お
い
て
も
積
雪
は

お
ろ
か
降
霜
さ
え
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
な
い
。

　
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
推
移
を
み
る
と
、
平
成
二
十

七
年
調
査
時
点
で
人
口
は
七
二
人
で
あ
り
、
平
成
二
十

二
年
調
査
時
点
の
九
四
人
か
ら
五
年
で
二
二
人
（
約
二

三
・
四
％
）
減
少
し
、
さ
ら
に
平
成
十
七
年
か
ら
の
五

年
間
で
も
二
七
人
（
約
二
二
・
三
％
）
減
少
と
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
が
き
か
な
い
状
況
で
あ
る
上
に
、
高
齢

者
比
率
約
七
九
％
、
年
少
人
口
〇
人
と
憂
慮
す
べ
き
状

態
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
土
と
の
定
期
航
路
は
、
牟
岐
・
出
羽
島
航
路
が
あ

り
、
出
羽
島
漁
港
と
牟
岐
漁
港
の
間
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
旅
客
船
「
大
生
丸
」（
平
成
三
十
年
建
造
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船

一
九
ト
ン
、
定
員
七
〇
名
。）
が
一
日
六
往
復
、
片
道

一
五
分
で
運
行
し
、
年
間
約
二
万
五
千
人
を
輸
送
し
て

い
る
。

３　

離
島
の
課
題

　
伊
島
・
出
羽
島
が
、「
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
」

に
指
定
さ
れ
て
以
来
、
産
業
の
振
興
に
関
し
て
は
、
両

島
の
主
要
産
業
で
あ
る
水
産
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
、

漁
港
施
設
の
整
備
、
水
産
資
源
の
培
養
の
た
め
の
漁
礁

の
設
置
を
行
う
な
ど
、
離
島
地
域
の
振
興
、
活
性
化
の

た
め
の
事
業
を
県
や
市
町
が
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
結
果
、
両
島
に
お
け
る
社
会
基
盤
整
備
は

着
実
に
進
み
、
基
礎
的
条
件
の
改
善
は
一
定
の
成
果
を

挙
げ
て
き
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
医
療
施
設
等
の
生

活
基
盤
は
十
分
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
主
要
産
業
で
あ
る
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
漁

獲
高
の
減
少
、
魚
価
の
低
迷
と
後
継
者
不
足
の
問
題
が

深
刻
化
し
て
お
り
、
急
速
な
少
子
・
高
齢
化
の
進
行
に

伴
い
、
地
域
社
会
の
活
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
事
態
と

な
っ
て
い
る
。

　
な
か
で
も
両
島
に
と
っ
て
、
航
路
は
日
常
生
活
を
支

え
る
唯
一
の
交
通
手
段
で
あ
り
、
本
土
よ
り
も
深
刻
な

少
子
・
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
等
に
よ
る
輸
送
人
員

の
減
少
に
よ
り
、
離
島
航
路
事
業
者
の
欠
損
額
が
年
々

増
大
し
、
離
島
住
民
の
重
要
な
移
動
手
段
で
あ
る
航
路

維
持
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
離
島
に
暮
ら
す
住
民
に
と
っ
て
、
日
常
生
活

に
お
け
る
移
動
や
生
活
必
需
品
等
の
輸
送
の
た
め
に
不

可
欠
な
離
島
航
路
を
維
持
す
る
た
め
の
離
島
航
路
運
営

費
の
補
助
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
　

出羽島　( 全景　北東より）
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４　

地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業

　
　
（
離
島
航
路
運
営
費
等
補
助
）

　
近
年
の
人
口
減
少
等
を
主
な
原
因
と
す
る
利
用
者
の

減
少
に
よ
り
、
伊
島
及
び
出
羽
島
に
お
い
て
航
路
事
業

者
の
経
営
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
離

島
住
民
の
足
・
生
活
物
資
の
輸
送
手
段
と
し
て
非
常
に

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
た
め
、
国
の
補
助
金
（
地

域
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業
（
離
島
航

路
運
営
費
等
補
助
））
を
活
用
し
て
離

島
航
路
の
維
持
を
図
っ
て
い
る
。

【
制
度
概
要
】

　（
１
）　
事
業
実
施
主
体

　
　
　
　
離
島
航
路
事
業
者

　（
２
）　
補
助
対
象

　
唯
一
か
つ
赤
字
の
航
路
（
平

成
二
十
八
年
度
　
一
二
一
航
路

一
〇
九
事
業
者
）

　（
３
）　
補
助
対
象
期
間

　
　
　
　
十
月
か
ら
九
月
の
一
年
間

　（
４
）　
補
助
対
象
経
費
及
び
補
助
率

　
離
島
航
路
確
保
維
持
改
善
協

議
会
が
策
定
し
た
離
島
航
路
確

保
維
持
計
画
の
収
支
見
込
計
算

書
に
お
け
る
欠
損
額
を
基
準
と

し
て
算
定
し
た
補
助
対
象
経
費

の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額

（
予
算
の
範
囲
内
）

　
　
　

　
補
助
対
象
航
路
の
主
な
基
準
に
つ
い

て
は
【
資
料
１
】
の
と
お
り
。

　
離
島
航
路
運
営
費
等
補
助
金
の
申
請

か
ら
交
付
ま
で
の
流
れ
（
平
成
三
十
一

年
度
）
は
【
資
料
２
】
の
と
お
り
。

５　
徳
島
県
離
島
航
路
支
援
費
補
助
金

【
制
度
概
要
】　

　（
１
）　
事
業
実
施
主
体

　
　
　
　
離
島
航
路
事
業
者

　（
２
）　
補
助
対
象

　
　
　
　
市
町
村
が
補
助
す
る
唯
一
か
つ
赤
字
の
航
路

　（
３
）
補
助
対
象
期
間

　
航
路
補
助
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
会
計
年
度

の
前
年
度
の
九
月
三
十
日
を
末
日
と
す
る
一
年

間

　（
４
）　
補
助
対
象
経
費
及
び
補
助
率

　
補
助
対
象
期
間
内
に
お
け
る
航
路
事
業
者
の

純
損
失
額
（
実
質
欠
損
額
）
か
ら
、
国
庫
補
助

額
を
控
除
し
た
額
に
対
し
、
市
町
村
が
補
助
す

る
場
合
に
お
け
る
当
該
補
助
に
要
す
る
経
費
の

二
分
の
一
以
内

　
　
　６　

お
わ
り
に

　
国
、
県
及
び
市
町
が
共
同
し
て
、
航
路
事
業
者
の
欠

損
額
へ
の
助
成
を
行
い
、
航
路
の
維
持
に
努
め
て
き
て

い
る
。
し
か
し
、
両
島
と
も
人
口
が
年
々
減
少
し
、
高

齢
化
も
進
む
中
で
、
輸
送
人
員
数
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。

航
路
の
維
持
だ
け
で
な
く
、
医
療
の
確
保
を
始
め
、
離

島
の
住
民
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
す
た
め
の
基
盤
整
備

が
進
ま
な
い
と
、
島
の
人
口
も
航
路
の
輸
送
人
員
数
も

【資料１】



49　2018.12 AWA no JICHI No.93

Business corner

今
後
ま
す
ま
す
減
少
す
る
可
能
性
が
高
い
。

　
本
県
の
離
島
は
、
い
ず
れ
も
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公

園
に
指
定
さ
れ
、
豊
か
な
海
洋
資
源
、
変
化
に
富
ん
だ

自
然
景
観
、
時
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
感
覚
に
さ
せ
て

く
れ
る
生
活
環
境
、
固
有
の
歴
史
・
文
化
な
ど
魅
力
あ

る
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
、
訪
れ
る
人
々
に
や
す
ら
ぎ
を

与
え
る
個
性
豊
か
な
地
域
で
あ
る
。
近
年
の
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
を
求
め
る
志
向
の
高
ま
り
と
合
致
す
る
保

養
・
余
暇
活
動
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
自
然
環
境
の
保

全
や
環
境
教
育
を
行
う
場
、
本
土
へ
新
鮮
な
食
料
を
安

定
的
に
供
給
す
る
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
本
稿
で
は
「
離
島
航
路
の
運
営
費
補
助
」
に

つ
い
て
し
か
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
、「
離
島
活
性
化

交
付
金
」
や
「
離
島
航
路
構
造
改
革
補
助
金
」
な
ど
、

活
用
す
れ
ば
離
島
の
自
立
的
発
展
を
促
進
し
、
島
民
の

生
活
の
安
定
及
び
福
祉
の
向
上
を
図
る
と
共
に
、
地
域

間
の
交
流
を
促
進
し
、
居
住
す
る
者
の
な
い
離
島
の
増

加
及
び
人
口
の
著
し
い
減
少
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き

る
メ
ニ
ュ
ー
が
存
在
す
る
た
め
、
今
後
の
活
用
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

【資料２】

平成30年度（認定申請から内定まで）

平成31年度　離島航路運営費等補助金の申請から交付までの流れ

平成31年度（交付申請から額の確定まで）

５月
平成30年
４月

平成31年
10月

平成32年
２月６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 ４月

平成30年
10月１日

平成31年
９月30日

〜

平
成
３
１
年
度　

補
助
対
象
期
間
（
航
路
損
益
計
算
期
間
）

12月

通知受領離島航路
事業者

事業者へ通知
離島航路
確保維持改善
協議会

協議会等へ通知
国土交通省
運輸局等

計画の認定及び
補助額の内定

①交付年度の運行計画
②見込み航路損益計算書
等の提出

協議会
の開催

○離島航路確保
　維持計画の策定
○認定申請書提出
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監査を
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請求書
提　出
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受　領

交付申請書、
監査報告書の
本省進達
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審査監査受　理

提出期限
６月30日 ９月30日

までに通知

提出期限
11月30日
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討
・
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整

事
前
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出



あなたの自慢の写真を『阿波の自治』に掲載

します。徳島県内の景勝、史跡等、徳島に関

するものならテーマは問いません。

まちおこしや、むらおこしに関するあなた

の体験を手記や論文にまとめてみませんか？

詳しくは編集部までお問い合わせください。

『阿波の自治』の読者の皆さんに紹介したい

情報はありませんか？あなたのとっておきの

ニュースをお待ちしております。

「こんな特集を組んで欲しい！」「こんな情

報を知りたい！」「こんな記事にもの申す！」

など『阿波の自治』へのご意見、ご要望もお

寄せください。

阿波の自治より募集のお知らせ

写真

情報

原稿

ご意見

こちら編集部

　降る雪や　明治は遠く　なりにけり

  俳人、中村草田男による昭和６年の作。物の本によると、「雪が降る中､久しぶりに

母校の小学校に行ったところ、母校は昔のままで変わっていない。当時は、着物で

あったが、小学校からは、洋服を着た子供達が出てきた。歳月の流れを感じさせられ

ると共に、明治の良き時代は遠くなってしまった。」ということを詠んだ句らしい。

  我が国には、明治・大正・昭和・平成というように元号があるので、それを一つの

時代区分として捉えやすい。折しも、４月30日には、天皇陛下の御退位が、翌５月

１日には皇太子殿下の御即位が予定されており、平成の次の元号は何になるのか、多

くの人が関心を寄せている。

  元号は、四書五経等の漢籍古典の中から選ばれてきたそうだが、「平成」の元号が

決まるときに、Ｓから始まるものは昭和と重なるため除外されたことから、Ｍ・Ｔ・

Ｓ・Ｈで始まる元号は可能性が低いと言われている。システムのことを考慮してのこ

とだと思うが、昭和から平成に変わった頃と比べて、パソコンの普及率は飛躍的に伸

び、システムへの依存度も社会全体で大きくなっている。ＡＩの登場で、今後、何が

どこまで可能になるのか想像すらできないくらいだ。

  この原稿もパソコンで打っているが、自信のない漢字を辞書で確認しながらペンで

書いていた頃が懐かしくもある。「降る雪や　昭和は遠く　なりにけり」か。

Ｈ

Ｔ

　ようやく気温が下がり、冬らしい雰囲気になってまいりましたが、皆さんのお

宅では何で暖をとっていますか？　我が家では、ストーブと猫が大活躍中です。

　我が愛猫は右利きのようで、私の膝の上で右手を前にして丸くなります。猫、

右手と言えば、招き猫。右手を上げている招き猫は金運を招くと言います。我が

家の猫が運を招き入れると信じて、宝くじの結果を期待している今日この頃です。

・・・

・・・
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宝くじのイメージキャラクター「クーちゃん」です。

みなさ～ん

宝くじは徳島県内で

買ってね。

なぜ県内で買って欲しいのかって？それは、徳島県内で売られた宝

くじの収益金は、徳島県の収入になるからだよ。そうしたお金が道

路や橋、学校、公園の整備など県内の公共事業に使われているから

さ。みんなの豊かな生活のためにたいへん役立っているのです。
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